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84.1％着手率

　

一
般
町
民
や
各
種
団
体

の
代
表
者
ら
で
１
年
以
上

協
議
を
重
ね
て
平
成
20
年

度
に
策
定
し
た
「
南
部
町

総
合
振
興
計
画
」
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
最
上
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
計
画
で
、

町
の
各
種
計
画
や
施
策
の

基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、

平
成
29
年
度
ま
で
の
町
政

の
羅
針
盤
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
と
そ
の
実

現
方
法
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

計
画
を
策
定
し
て
か
ら

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
計

画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
が
、

ど
れ
く
ら
い
進
ん
で
い
る

の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

旧
名
川
町
、
旧
南
部
町ま

ち

、
旧
福

地
村
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
た

総
合
振
興
計
画
を
、
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
と
基
本
的
な
考
え
方
の

指
針
と
し
て
、
計
画
的
な
行
政
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、

日
常
生
活
圏
の
広
域
化
、
地
方
分

権
の
進
展
、
厳
し
い
財
政
状
況
な

ど
、
経
済
・
社
会
環
境
は
大
き
く

変
化
。
今
後
予
想
さ
れ
る
諸
環
境

の
さ
ら
な
る
変
化
に
的
確
に
対
応

し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

と
、
健
全
な
財
政
運
営
を
確
立
す

る
た
め
平
成
18
年
１
月
１
日
、
町

村
合
併
に
よ
り
南
部
町ち

ょ
う

が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

町
村
合
併
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

れ
ま
で
の
３
町
村
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
実

績
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成

17
年
２
月
に
名
川
・
南
部
・
福
地

合
併
協
議
会
で「
新
町
建
設
計
画
」

を
策
定
。
南
部
町
発
足
後
は
、
こ

の
建
設
計
画
を
基
本
に
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
８
月
か
ら
１
年
以
上

の
協
議
を
経
て
、
平
成
20
年
３
月

に
策
定
し
た
「
南
部
町
総
合
振
興

計
画
」
は
、
新
町
建
設
計
画
な
ど

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
望

ま
し
い
将
来
像
を
展
望
。
町
民
と

行
政
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
て
、

そ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
振
興
計
画
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
最
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
、
計
画
の
期
間
は
平
成

20
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
10
年

間
。
計
画
に
は
、町
の
将
来
像「
名

久
井
岳
と
馬
淵
川
に
抱
か
れ
、
自

然
・
環
境
・
福
祉
に
恵
ま
れ
た
交

流
の
ま
ち
」
の
ほ
か
、
将
来
像
実

現
の
た
め
の
６
つ
の
基
本
方
向
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

総
合
振
興
計
画
に
示
さ
れ
て
い

る
具
体
的
な
施
策
は
、
前
期
計
画

と
後
期
計
画
（
そ
れ
ぞ
れ
５
年
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
に
あ
る
３
３
２
の
施
策

の
う
ち
、
策
定
か
ら
１
年
後
の

平
成
21
年
３
月
ま
で
に
着
手
し
た

施
策
は
２
９
４
（
88
・
６
㌫
）、

そ
の
う
ち
完
了
し
た
施
策
は
11

（
３
・
３
㌫
）
で
し
た
。
町
は
、
施

策
の
目
標
数
値
（
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
）
を
定
め
、
前
期
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
平
成
24
年
度
ま

で
に
１
０
０
㌫
の
施
策
完
了
を
目

指
し
ま
す
。

　

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
定

め
ら
れ
た
６
つ
の
基
本
方
向
ご
と

に
、
施
策
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今月の表紙
　南部町ふれあい公園を会
場に開催された「ジャックド
まつり」。初日のメーンを飾
った花火大会では、1,800発
の花火が初夏の夜空と川面
を彩っていました。

●農業生産基盤の整備、農業の
担い手などの育成

●地産地消と特産品の開発、販
売の促進　　　　　　　 など

●グリーン・ツーリズムの推進
●達者村事業の充実
●通年農業観光の誘客推進　 など

【完了】施策に基づく計
画の策定や計画に掲げら
れた事業の完了、施策の
目標数値（ベンチマーク）
を達成するなどしたもの
です。
【着手済】事業の完了に
向け、現在取り組んでい
るものです。
【未着手】取り組みを開
始するにあたって、現状
の把握や情報収集をする
など、熟考中のものです。

計
画
の
目
的

計
画
の
構
成
と
期
間

計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況

町の将来像　名久井岳と馬淵川に抱かれ
　　　　　自然・環境・福祉に恵まれた交流のまち

産業振興で活力と交流に満ちたまち
保健・医療・福祉が充実して安心・安全・快適に暮
らせるまち
環境と共生して幸せを実感できるまち
明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
協働と参画により町民が主役となるまち
計画的・効率的な行財政運営を目指すまち

基
本
方
向

用語解説

平成21年８月号

総合振興計画の着手率
88.6％

タウンインフォメーション

タウンニュース

小学校陸上競技記録会

ジャックドまつり

思い出に残る夏まつり。家
族で出かけよう秋まつり。

高額医療・高額介護合算
療養費制度

農業委員会一般選挙

達者村点描、達者村百景

まちの話題

くらしのカレンダー

バーデパークだより

としょしつ通信

名川病院ガイド

お知らせ

議会だより

はちすけカレー〈夏野菜〉

C o n t e n t s

活力に満ちた産業の振興 魅力ある
体験・交流・滞在型観光の定着

産業振興で活力と交流に満ちたまち
基本方向１

まちづくりのピースは
いくつ組み上げられたのか。
南部町総合振興計画の着手率88.6％

【完了した施策】

達者村振興計画に
基づく町民主導によ
る達者村事業の推
進／「達者村認証
産品」「達者村百景」
の内容充実　   など

まちづくりのピースは
いくつ組み上げられたのか。

南部町総合振興計画の着手率 88.6％
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82.4％
着手率

94.7％着手率

93.5％
着手率

96.5％
着手率

79.2％
着手率

●行政改革の推進
　・事務事業の見直し
　・民間委託などの推進
　・定員適正化計画の策定による

　定員の適正化
　・企業会計の経営健全化　 など

●財政運営の健全化
　・計画的、効率的な財政運営の推進
　・町税、使用料などの徴収強化
　・町単独補助金の縮減、合理化
　・町有地の適正、計画的処分の推進

　　　　　　　　　　　　　　など

●母子・成人・高齢者の各保健事
業の推進

●子育て支援、高齢者福祉、障が
い者福祉の総合的推進　　など

●国道・県道・町道・農林道
の整備

●宅地造成、分譲の推進
●町営住宅の住環境向上  など

●消防・防災体制の整備充実
●火災予防の推進
●防犯環境の整備
●交通安全施設の整備　　    など

●学校教育の充実
●生涯学習社会の形成
●生涯スポーツの振興
●国内・国際交流の促進　など

●芸術・文化の鑑賞、発表機会の
充実

●聖寿寺館跡整備基本計画の策定
●郷土芸能の保存・伝承活動の充

実　　　　　　　　　　　 など

　平成20年度に策定された総合振興計画
をはじめ、財政改革プランや各種計画に
沿って取り組んだ結果、南部町誕生から
約３年で９割近い事業に着手することが
できました。まちづくりが順調に進んで
いると言えます。
　なかには時間をかけ、慎重に対応しな
ければならない施策もあります。時間を
かけてでも町民の皆さんから納得・理解
をいただき、進めていかなければならな

い事業が、未着手となっているものです。
　わたしのまちづくりの基本は「町民と
のキャッチボール対話」と「町民主役の
まちづくり」。南部町を皆さんと一緒に
つくりたい。その思いでいっぱいです。
一人でも多くの町民の皆さんからまちづ
くりに参画していただき、一緒になって
南部町をつくっていく。それによって町
民と行政のお互いに、町への愛着と誇り
がわいてくるのですから。

●コミュニティ施設の整備充実
●自主的なコミュニティ活動の

支援
●行政区の再編検討　　　など

●男女共同参画のための相談・
指導・援護体制の確立や充実

●公的審議会・委員会などへの
女性の登用　　　　　　など

地域を活性する
コミュニティ活動の推進

●まちづくり基本計画の策定
●広報広聴活動の充実
●町内会、子ども会、ボランティ

ア団体などの活動支援　など

協働と参画による
まちづくりの推進

男女共同参画社会と
人権尊重社会の構築

●環境教育、環境学習体制の整備
●町民との協働による自然環境、

景観の保全および活用
●環境保全に配慮した取り組みの

促進　　　　　　　　　　 など

豊かでかけがえのない
自然環境の形成

●ごみ減量化、リサイクルの
促進

●安全で安定した水の供給お
よび安全な水源の確保

●公園などの整備充実　 など

快適で住みやすい
生活環境の形成

●適正な土地利用の推進
●土地利用基本方針に基づく市

街地整備・農業農村定住・森
林保全・工業団地の各ゾーン
の利用促進　　　　　     など

適正な土地利用の推進効率的な行財政運営と広域行政の推進

協働と参画により町民が主役となるまち
基本方向５

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
基本方向６

まちづくりへの参画で
愛着と誇りがわく 南部町長　工藤祐直

健康に暮らせる
保健・医療・福祉の充実

利便で暮らしやすい
生活基盤の充実

安心して暮らせる
生活基盤の充実

未来を担う人づくりの推進 貴重な地域文化の継承と
新たな文化の創造

保健・医療・福祉が充実して安心・安全・快適に暮らせるまち
基本方向２

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
基本方向４

環境と共生して幸せを実感できるまち
基本方向３

【完了した施策】

各種イベントな
どによる人権尊
重意識の普及・
啓発活動の推進

【完了した施策】
交通災害共済制度
への加入促進／交
通安全関係団体の
組織体制強化など

【完了した施策】

国民年金相談
と広報活動の
充実、納付意
識の高揚

【完了した施策】

個人情報の保
護と情報公開
の推進

まちづくりのピースは
いくつ組み上げられたのか。

南部町総合振興計画の着手率 88.6％
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職　種 主な業務内容および勤務時間 募集人数 賃　金

町営市場荷受員 市場の荷受けなど（12 月までは 16 時～ 22 時、１月
からは 17 時～ 22 時までの勤務）。 １人 時給 750 円

チェリウス接客員 チェリウスでの接客・清掃・事務・調理補助など（ 週
５日程度で不規則勤務）。 １人 時給 680 円

老健なんぶ介護員 介護老人保健施設「老健なんぶ」での介護業務（１日
８時間・週 40 時間勤務）。 １人 日額 6,400 円※１

福地保育園保育士※２ 児童の保育業務（１日８時間・週 40 時間勤務、早番・
遅番などあり）。 １人 日額 6,200 円

名久井なかよしクラブ
学童指導員

学童の保育業務（月～金曜は原則 14 時～ 18 時 30 分、
土曜・冬休み期間などは８時 15 分～ 18 時勤務）。 １人 時給 675 円※３

※1　介護福祉士の資格を有する人の賃金は日額6,800円となります。
※2　応募できる人は保育士の資格を有する人（見込み含む）に限ります。
※3　保育士などの資格を有する人の賃金は時給775円となります。

式典案内

■期日　平成 22年１月 10日日
■時間　13時～ 15時
■場所　名川町民ホール「楽

ら

楽
ら

ホール」
■対象　平成元年４月２日から平成２年４月１
日生まれの町民および町内中学校卒業者（対
象者への案内は 10月に発送予定です）

■問合せ　教育委員会社会教育課
　☎ 0179・34・2132

開催案内

南部七唄七踊り全国大会
唄自慢、踊り自慢の祭典

　県内外から唄と踊り自慢の出場者が集いま
す。ご近所お誘い合わせのうえご来場ください。
■期日　９月 27日日
■時間　９時から
■場所　名川町民ホール
    　　　「楽

ら

楽
ら

ホール」
■入場料　無料
■その他　町民ホール
　は飲食禁止ですが、
　当日は名川中学校ラ
　ンチルームを開放し
　ますので、 昼食など
　ご持参のうえお越し
　ください。
■問合せ
　教育委員会社会教育課
　☎ 0179・34・2132

参加募集

■期日　９月 13日日・20日日
■時間　９時  試合開始
■場所　南部中学校グラウンド、ふるさと運動
公園多目的球技場（名川中学校隣）、あけぼ
の多目的広場

■参加資格　男子は35歳以上。女子は年齢制限
なし。学生は出場不可。

■チーム編成　町民運動会で編成された町内
会。その町内会から２チームまで出場可能。

■参加料　１チーム2,000円（保険代・ボール 
代）

■申込期限　9月 4日金
■申込み・問合せ　南部町民体育館
　☎ 0179・34・2761

参加募集

第１回町内対抗野球大会
初代チャンピオンはどのチームに !?

■期日　８月 15日土・16日日
■時間　８時 30分  試合開始
■場所　南部中学校グラウンド、ふるさと運動
公園多目的球技場（名川中学校隣）、南部町
運動公園福地野球場
■参加資格　町民（帰省者含む）
■チーム編成　町民運動会で編成された町内
会。その町内会から２チームまで出場可能。

■参加料　１チーム 3,000 円（保険代・賞品
代など）
■申込期限　８月 12日水
■申込み・問合せ　南部町民体育館
　☎ 0179・34・2761

第３回壮年ソフトボール大会
今年も熱いドラマが待っている

募集案内

臨時職員を募集します
申込みは８月25日火まで

■応募受付　８月25日火までに、総務課（本庁
舎）へ持参または郵送してください。

■採用試験　試験日や場所は後日、応募者に通
知します。

■問合せ　総務課  ☎ 0178・84・2111

事業案内

　町は、地域農業の振興および活性化を図るた
め、新規就農者に補助金を交付しています。
■対象　平成20年９月１日以降、農業に従事し
た学卒就農者・離職就農者・新規農業参入者。
■補助金額　月額２万円か３万円（３年間）。
■申込み　申請者本人が農林課（名川分庁舎）
に備え付けの申請書を受け取り、提出してく
ださい。

■申込期限　８月 31日月
■問合せ　農林課  ☎ 0178・76・2111

参加募集

桃の種飛ばし全国大会
目指せ ! 大会新記録

　上位入賞者への賞品のほか、参加者全員を対
象にしたお楽しみ抽選会もあります。
■日時　８月 22日土  10 時 30 分
■場所　パノラマ果

か む

夢園
えん

（下名久井字塩殻）
■参加料　中学生以上 500 円、小学生以下
300 円（桃食べ放題、お土産付き）

■定員　50 人（先着順）
■申込み　８月19日水までに、ながわ農業観光
案内所（☎ 0178・76・3020）へ。

■問合せ　農村交流推進課  ☎ 0178・76・2111

新規就農者支援事業
担い手を育成し農業振興を目指す

南部町成人式
懐かしいあの人に会える■募集する職種および人数　下の表のとおり。

■雇用期間　10月１日～平成 22年３月 31日
■書類の配布　応募に必要な「申込書」「履歴
書」は、８月６日木から各庁舎および剣吉支
所で配布するほか、町ホームページからもダ
ウンロードすることができます。

ＴＯＷＮ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　タウンインフォメーション 町の情報をお伝えします
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急ピッチで整備が進む陸上競技場

　平成 23年度の完成を予定していた、名川中
学校隣に建設中の「ふるさと運動公園陸上競技
場」が、今年度中に完成することになりました。
　これは、厳しい地方財政の支援を目的に、国
が全国の地方自治体に交付した「地域活性化・
経済対策危機対策臨時交付金」を活用し、計画
を前倒しして実施するものです。同交付金の総
額は約１兆円。そのうち、南部町には約５憶
2,300 万円が交付され、その使途が６月議会定
例会で可決されました。
　ふるさと運動公園陸上競技場の事業費は約
２億円。競技場のトラックは全天候舗装で１周
400 ㍍×８コース。天然芝のフィールド内では
サッカー競技も可能で、日本陸上競技連盟第４
種公認を目指しています。
　このほかにも、来年度に予定していた南部地
区小・中学校へのパソコン整備（約 4,800 万円）、
町内全域の町道整備（約8,500万円）、消防団員
への防火衣等購入（約3,500万円）などの事業
を実施することにしています。

マイペースでウォーキングを楽しみました

三村知事と会談する工藤町長㊧とフルーツ娘

　６月30日、工藤町長は名川さくらんぼ狩りを
ＰＲするため、フルーツ娘と一緒に三村知事を
表敬訪問しました。
　工藤町長と一緒に県庁を訪れたフルーツ娘は
佐々木友

とも

美
み

さん、水
みず

上
かみ

洸
み

佳
か

さん、極
ごく

檀
だん

美佳子さ
んの３人。「おいしいサクランボができました。
ぜひ食べに来てください」と話し真っ赤に色づ
いたサクランボを手渡したフルーツ娘に、三村知
事は「農家の人が愛情込めて育てたサクランボ 
は素晴らしい出来ですね」と絶賛していました。

大きくて甘いサクランボに大満足していました

　名川さくらんぼ狩りが６月20日から７月12
日まで開催され、町内の観光サクランボ園には
鈴なりの赤い実を求めて県内外から家族連れや
ツアー客が訪れて、にぎわいをみせました。
　期間中はさまざまなイベントも催され、６月
28 日には、口に含んだサクランボの種を飛ば
して飛距離を競う「さくらんぼの種飛ばし大会」
が行われました。大会記録に迫るほど種を飛ば
す人や、うまく飛ばせず種を足元にこぼしてし
まう参加者の姿に、観客から歓声や笑いが起こ
っていました。
　また、７月３日には「さくらんぼとふれあい 
の夕べ」が開かれ、会場のすぱーく名川には200
人を超える来場者が詰めかけました。今年のゲ
ストは歌手のサエラさん。「恋して青森」など
のヒット曲を会場中に響かせると、来場者はうっ
とりと聞き入っている様子。恒例となったお楽
しみ抽選会では、フルーツ娘が抽選し読み上げ
られる当選番号に、来場者は一喜一憂していま
した。

策定した食育推進計画

　南部町医療健康センター（仮称）建設委員会の小笠原
義弘委員長は７月７日、本庁舎を訪れて工藤町長に答申
書を提出しました。
　答申には、町医療健康センター（仮称）の医療機能に
ついて「診療科目（12科）、病床数（66床）は現状を維
持し、保健・医療・福祉サービスを提供する機関の連携
を図る中核施設としての機能を有する」ことや「建設予
定地は、住民の利便性や交通アクセスなどを検討した結
果、虎渡地区が望ましい」としています。
　答申書を受け取った工藤長は「参考意見を重視し進め 
ていきたい」と話していました。町は、同センターの平成
25 年度完成を目指しています。

事業案内

ふるさと運動公園、完成間近
地域活性化・経済対策危機対策臨時交付金を活用

ウォーキング

初夏の日差しのなか心地よい汗
ふくち里山あるき

表敬訪問

おいしいサクランボを食べに来て
三村知事を表敬訪問

　ふくち里山あるきが６月28日に開催され、県
内外からの参加者が、初夏の南部町でウォーキ
ングを楽しみました。
　今年で 11回目を迎える同イベントには、６
歳から80歳までの422人が参加。バーデパーク
を発着とする８㌔・12㌔・16㌔の３コースに分
かれた参加者は、初夏の日差しのなか、のどか
な田園風景を満喫しながら心地よい汗を流して
いました。

赤い宝石

真っ赤に色づいた輝く宝石をほお張る
名川さくらんぼ狩り

計画策定

食育推進計画を策定
健全な食生活の実現に向けて

答申提出

答申書を工藤町長に提出
医療健康センター（仮称）建設委員会

　町は「南部町食育推進計画」を策定
しました。
　計画期間は平成21年度から25年度
までの５年間で、計画では基本方針を
「南部町の食の恵みを大切にし、食を
通じ、心豊かで健康な生活の実現を目
指す」と定めています。町は今後、地
域の特性を生かした食育の取り組みを
推進していくことにしています。
　計画の詳しい内容は、町ホームペー
ジに掲載しています。

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ　タウンニュース 町のニュースをお知らせします



1011 広報なんぶちょう ８月号 広報なんぶちょう ８月号

プライバシー保護のため
ホームページへの
写真掲載は省略します。

↑よさこい大会
初出場の高橋児 
童館園児
←コントで会場 
をわかせたアン 
ジャッシュ

↑白神ライブで
笛の音を響かせ 
る鳴海昭仁さん 
←トレインジャー
と記念の1枚

↑なまず勝ち抜
き競泳会は白熱 
のレースを展開
←五穀豊穣を願 
う名農豊穣太鼓 
↓大衆演劇を披 
露した響ファミ 
リー

↑十日市秀悦さ
んのライブでは、
恒例のウミネコ
鳴き声コンテスト
を実施
↓歌や踊りを披
露した町郷土芸
能保存会

→ＥＸＩＬＥの歌
まねを披露する
ダブルネーム
←両親が南部町
出身という歌手・
坂本りえさんの
民謡ショー

　

小
学
校
陸
上
競
技
記
録
会

が
６
月
16
日
、
南
部
町
運
動

公
園
多
目
的
広
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
内
８
校
か
ら
参
加
し
た

４
年
生
以
上
の
選
手
は
、
同

級
生
や
家
族
の
応
援
が
会
場

に
響
く
な
か
、
記
録
更
新
を

目
指
し
て
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
惜
し
み
な
く
発
揮
。
今

年
は
、
６
つ
の
大
会
新
記
録

と
１
つ
の
大
会
タ
イ
記
録
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　初めての記録会は、とても緊
張しました。「すごいね」と家
族も新記録を喜んでくれました。
来年も新記録を目指して頑張り
ます。

　ハードルを飛ぶ位置に気をつ
けて練習し、記録会のときは友
だちの「頑張って」という応援
が励みになりました。来年も頑
張ります。

　ペースに気をつけて、という
先生のアドバイスを心掛けて走
りました。昨年も新記録を出して
いるので、３年連続で新記録が出
せるように、来年も頑張ります。

　１位になる自信はありません
でしたが、記録会では思い切っ
て投げました。練習でも出した
ことのない 40㍍という記録を、
すごくうれしく思います。

　ハードルをできるだけ低く飛
ぶように練習しました。一昨年は
100㍍で１位、去年は同じ競技で
新記録を出しました。３年連続の
１位はとにかくうれしいです。

　記録会では練習よりもペー
スが速かったけど、スタミナ
が続く自信はありました。去年
の 400㍍リレーに続く新記録を、
うれしく思います。

　練習で60㍍くらい投げていた
ので自信はありました。記録会で
は、遠くへ飛んだ感じはしまし
たが、練習でも出したことのない
68㍍という記録に驚いています。

　

今
年
の
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
で
は
、
人
気
お

笑
い
コ
ン
ビ
の
ア
ン
ジ
ャ
ッ
シ
ュ
が
、
テ
レ
ビ

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト

を
披
露
し
た
ほ
か
、
も
の
ま
ね
お
笑
い
コ
ン
ビ
・

ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
の
２
人
が
、
歌
ま
ね
や
も
の
ま

ね
で
会
場
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
の
司
会
進
行
を
務
め
た
十
日

市
秀
悦
さ
ん
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
い
さ
ば

の
か
っ
ち
ゃ
姿
で
コ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
た
ほ
か
、

恒
例
の
白
神
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
や
花
火
大
会

な
ど
、
来
場
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

８
年
ぶ
り
に
２
日
間
の
開
催
と
な
っ
た
ジ 

ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
。
入
場
者
数
は
、
過
去
最
大

と
な
る
７
万
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

熱気に包まれた会場で
記録更新を目指す
小学校陸上競技記録会

【４年女子 800 ㍍】
新記録・3'01" 2

北 上 瑞
みず

姫
き

 さん（福田小）

【５年女子 80 ㍍ハードル】
大会タイ・16" 6

藤 田 梨
り

那
な

 さん（福田小）

【５年女子 1500 ㍍】
新記録・5'43" 9

佐 藤 麻
ま

由
ゆ

 さん（剣吉小）

【５年女子ソフトボール投げ】
新記録・40 ㍍ 78

藤 田 梨
り

那
な

 さん（福田小）

【６年男子 80 ㍍ハードル】
新記録・13" 6

藤 田 晃
こう

平
へい

 くん（福田小）

【６年女子 1500 ㍍】
新記録・5'34" 1

福 田 紗
さ

羅
ら

 さん（福田小）

【６年男子ソフトボール投げ】
新記録・68 ㍍ 66

庭 田 和
かず

旺
あき

 くん（福地小）

過去最高の７万人でにぎわう
梅雨空を吹き飛ばした「ジャックドまつり」

７月11・12日の２日間、南部町ふれあい公園で「第18回ジャックドまつり」
が開かれ、７万人の来場者で会場はにぎわいました。
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８月 23 日日

大名行列参加者を募集中です。
詳しくはお問い合わせください。

【青い森鉄道「三戸駅」周辺】
14 時～ 17 時

音楽と踊りのパレード／流し踊
り／神楽／稚児行列／大名行列
／みこし／名農豊穣太鼓／山車
の競演

【ふれあい交流プラザ前特設ステージ】
17 時～ 20 時 30 分
・福山雅治が南部町に!?「みっちー」

爆笑ライブ／ 17 時 45 分
・ 松山千春本人と共演した実力派
「こんちはる」オンステージ／
18 時 30 分　　　　　　　  など

８月 22 日土

17時／ビアガーデンオープン
18時／名農豊穣太鼓
18時30分／坂本サトルＬｉｖｅ
20時／花火打ち上げ

商工観光課　☎0178・76・3230

南部町すみやの河川公園

９月 19 日土・20 日日

商工観光課　☎0178・76・3230

【９月８日火】お通り 14時 30分
名川中パレード／樽みこし行
列／学童保育よさこいソーラ
ン／山車合同運行 など

【９月９日水】中日  14 時
消防パレード／盛岡さんさ踊
り／山車自由運行 など

【９月10日木】お還り  14時 30分
名川中パレード／交通安全パ
レード／山車合同運行 など

剣吉地区

商工観光課　☎0178・76・3230

９月６日日　９時～ 14 時

●仲卸業者による果物・野菜格
安販売

●食育に関する体験、ゲーム、
クイズ

●食育絵画・書道作品展示
●名農豊穣太鼓
●名久井小金管バンド部
●親子「なにゃどやら」大会
●郷土芸能発表
●せんべい汁無料提供
●そば打ち体験および販売
●食生活改善推進員会による料

理試食

町営市場　☎0179・22・0011

南部町営地方卸売市場

商工観光課　☎0178・76・3230

【19 日・前夜祭】
16 時～：南部町ふれあい公園
　ふくち演芸会／金澤未咲ショー

【20 日・本祭】
14 時～：苫米地地区
　福地小ブラスバンド／神楽／稚児
　行列／流し踊り／山車合同運行
16 時～：南部町ふれあい公園
　サエラライブ／カラオケ大会など

期日

参加募集

場所・日程

期日

日程

問合せ

場所

期日

問合せ

場所・日程

期日・日程

場所

問合せ

期日

主なイベント

問合せ

場所

問合せ

夏
の
夜
空
を
彩
る
３
千
発
の
花
火

な
ん
ぶ

サ
マ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

季
節
が
夏
か
ら
秋
へ
移
っ
て
も
、
南
部
町
の
あ
つ
い
イ
ベ
ン
ト
は
続
く
。

ま
つ
り
の
お
は
や
し
に
誘
わ
れ
て
、
会
場
に
は
人
が
集
う
。

家
族
と
、
友
だ
ち
と
、
大
切
な
人
と
一
緒
に
、

南
部
町
の
夏
ま
つ
り
・
秋
ま
つ
り
に
、
さ
あ
、
出
か
け
よ
う
。

思
い
出
に
残
る
夏
ま
つ
り
。

家
族
で
出
か
け
よ
う
秋
ま
つ
り
。

古
式
ゆ
か
し
い
大
名
行
列

南
部
ま
つ
り

県
内
市
場
で
同
時
開
催

南
部
町
営
地
方
卸
売

市
場
食
育
祭

山
車
の
上
で
手
踊
り
を
披
露

名
川
秋
ま
つ
り

町
内
を
練
り
歩
く
勇
壮
な
山
車

と
ま
べ
ち
ま
つ
り
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区分

世帯の負担限度額

後期高齢者（75歳以上）＋介護保険
国民健康保険+介護保険（70～74歳の人がいる世帯）

国民健康保険+介護保険
（69歳以下の人がいる世帯）

現役並み所得者 67万円  〈89万円〉 126万円  〈168万円〉

一般 56万円  〈76万円〉 67万円  〈  89万円〉

      低所得者 31万円  〈41万円〉
34万円  〈  45万円〉

      低所得者 19万円  〈25万円〉

選挙区 投票区 投票所 投票できる行政区

第
１
選
挙
区

第1投票区 南部町役場  本庁舎 苫米地上・中・後・下・駅前団地、片岸

第 2 投票区 高橋集会所 高橋、小泉、麦沢

第 3 投票区 福田集会所 福田、あかね1区・2 区、東あかね、板橋、中央地区

第 4 投票区 埖渡研修館 埖渡、法師岡

第 5 投票区 杉沢研修館 杉沢、あけぼの、椛木

第
２
選
挙
区

第1投票区 上名久井公民館 上川原、高瀬、上名久井、法光寺

第 2 投票区 平公民館 平、広場、野場

第 3 投票区 下名久井公民館 五日市、下名久井、五日市団地、助川、横沢

第 4 投票区 名川南小学校 鳥舌内、沢田、鳥谷

第 5 投票区 剣吉公民館
上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、あじさい、虎渡、
上斗賀、下斗賀

第 6 投票区 森越公民館 森越、森林、向山

第
３
選
挙
区

第1投票区 大向コミュニティ消防センター 5区、6区、7区、8区、9区、10区、11区、小波田第1・第2

第 2 投票区 古町町内会館 古町、馬場、小向、正寿寺、二又

第 3 投票区 南部町役場  南部分庁舎 門前、沖田面、赤石、玉掛

第 4 投票区 相内町内会館 諏訪ノ平、相内

注意 この投票所は、農業委員会委員一般選挙だけのものです。８月 30 日執行の衆議院議員総選挙な
どは、今までどおり 37カ所の投票所で行いますので、お間違えのないようご注意ください。

※平成 21 年７月末時点の所得区分の限度額を適用します。
※限度額を超えた分が 500 円以下の場合は支給対象になりません。

【問合せ】健康福祉課  ☎0178・76・2111

　７月の選挙管理委員会で、９
月 20日執行の農業委員会委員
一般選挙の投票所を 15カ所に

することが決まりました。
　投票所および投票できる行政
区は、次のとおりです。

■問合せ　選挙管理委員会
☎ 0178・84・2111

未
来
は 

あ
な
た
の
一
票
が
決
め
る

【今後の日程】
■立候補予定者説明会

　８月 24日月／ 13時 30分／福地公民館

■立候補届出書類事前審査

　９月７日月／９時 30分～ 17時／福地公民館

■選挙期日の告示　９月 15日火

■立候補届出（および辞退）受付

　９月 15日火／８時 30分～ 17時／福地公民館

■期日前投票

　９月 16日水～９月 19日土／８時 30分～ 20時

■投開票　９月 20日日

　医療保険と介護保険の両方
を利用する世帯の自己負担の
軽減を目的として「高額医療・
高額介護合算療養費制度」が始

まりました。
　この制度は、医療費と介護保
険サービス費のどちらも負担
があり、１年間の自己負担の合

計額が限度額を超えたときに、
申請することで限度額を超え
た額が支給されるものです。

【対象期間】
　毎年、８月１日から翌年７月 31日までの１年
間です。
　ただし、平成 20 年度は平成 20 年４月から平
成 21年７月までの 16カ月分が対象になります。

【申請】
　限度額を超えた額の支給を受ける人は、健康
福祉課（名川分庁舎）で申請してください。
　平成 20年４月から平成 21年７月までの間に
①市町村を越えて転居した人
②他の医療保険から国民健康保険に移った人
は、町での申請のほか、転居前の市町村や以前加
入していた医療保険への手続きが必要です。

【持参するもの】
　対象者の医療保険証／対象者の介護保険証／
支給額を振り込む預貯金通帳（対象者全員分）／
印鑑

【支給額】
　対象期間の世帯内の医療費と介護保険サービ
ス費の自己負担額を合算して、世帯の負担限度
額を超えた額が支給されます。
　ただし、平成 20 年度（平成 20 年４月～平成
21 年７月分）は通常より対象期間が４カ月長い

ため、下の表の〈　〉内の額を適用します。
　申請は８月から受け付けていますが、支給額
などの確定は 11月の予定ですので、支給額の振
り込みはそれ以降になります。

農業委員会委員一般選挙Election 高額医療・高額介護合算療養費制度New System

【投票所の数が37から15に】
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青空に名久井岳の緑が映え、馬淵川の流
れと鉄橋、町並みの遠景に心がなごみま
す。　　　　　　　　　　　　　（大向）

晴れた日には
遠く太平洋を
見渡すことが
でき、眼下に
広がる田園風
景の美しさに
感動をおぼえ
ます。

馬護神とされ
る蒼前様が鎮
座する祠（ほ
こら）。ひっそ
りと佇むその
姿に、心が落 
ち着きます。

下北ゆかい村の取り組み説明に耳を傾ける達者村関係者。
右から2番目が佐々木総務会長。

坂本誠治さん㊧から説明を受ける委員

高
い
枝
の
実
は
力
を
合
わ
せ
て
作
業
し
て
い
ま
し
た

　　　   （埖渡）
打ち合わせ後には光田区長㊧から工藤町長
へ、横浜開港 150 周年記念マスコットキャ
ラクター「たねまる」のぬいぐるみがプレ
ゼントされました

２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
９
日
に
当
町
で
開
か
れ
た

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
に
は
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
６
人
の
ほ
か
下
北

ゆ
か
い
村
お
よ
び
県
関
係
者
な
ど

19
人
が
訪
れ
、
バ
ー
デ
パ
ー
ク
と

ジ
ャ
ッ
ク
ド
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

た
ほ
か
、
国
重
要
文
化
財
「
南
部

利と
し
や
す康

霊た
ま

屋や

」、
国
指
定
史
跡
・
聖

し
ょ
う

寿じ
ゅ

寺じ

館だ
て

跡あ
と

の
発
掘
現
場
、
法
光
寺
千

本
松
並
木
、
白
華
山
法
光
寺
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
青
森
県
立
名
久
井
農

業
高
校
の
生
徒
が
加
わ
っ
て
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
（
会
議
）
を
行

い
、
そ
の
後
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
、

訪
れ
た
19
人
が
町
の
調
査

　
「
あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
と
は
、
滞

在
型
観
光
推
進
に
つ
い
て
の
方
策

を
探
る
た
め
、
青
森
県
が
開
い
て

い
る
も
の
で
す
。

　

当
町
の
「
達
者
村
」
の
ほ
か
、

風
間
浦
村
の
「
下
北
ゆ
か
い
村
」、

深
浦
町
・
鯵
ヶ
沢
町
の
「
白
神
海

彦
山
彦
」
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
旅
行
業
の
専
門
家

を
委
嘱
す
る
「
あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ

ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
か
ら
指
導
や

助
言
を
受
け
る
た
め
、
年
に
１
〜

梅
酒
づ
く
り
体
験
、
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
見
学
な
ど
を
通
し
て
、
町
の

観
光
・
文
化
交
流
資
源
や
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
達
者
村
の
活
動
報

告
（
５
年
間
の
ま
と
め
）
や
名
久

井
農
業
高
校
の
達
者
村
研
究
チ
ー

ム
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
、

風
間
浦
村
「
下
北
ゆ
か
い
村
」
に

よ
る
活
動
報
告
を
行
い
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
か
ら
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

会
議
全
般
を
通
し
て
「
名
久
井

農
業
高
校
の
発
表
は
感
動
し
た
。

南
部
藩
発
祥
の
歴
史
は
、
新
た
な

観
光
・
交
流
資
源
と
な
る
。
興
味

深
い
」
と
大
変
好
評
で
し
た
が
、
一

方
で
は
「
町
に
来
た
際
に
、
お
金
を

落
と
さ
せ
る
よ
う
な
工
夫
が
足
り

な
い
。
土
産
物
（
ス
イ
ー
ツ
）
な

ど
を
開
発
し
て
は
ど
う
か
」
と
い

っ
た
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

達
者
村
は
今
年
で
開
村
５
周
年

を
迎
え
ま
す
。
会
議
で
は
「
着
実
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
」
と
総
じ
て

高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今

後
の
運
営
方
針
や
、
さ
ら
な
る
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
課
題
も
多
く

　

ま
だ
５
歳
、
こ
れ
か
ら
が
育
ち
盛

り　

と
自
己
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

文
・
佐
々
木
進

育
ち
盛
り
の
達
者
村

　

階
上
町
の
大
蛇
小
学
校
４
年
生
14
人

が
、
坂
本
誠
治
さ
ん
（
小
向
）
の
リ
ン
ゴ

園
で
摘
果
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
今
年
度
、
総
務
省
・
農
林
水
産

省
・
文
部
科
学
省
が
連
携
し
て
取
り
組
む

「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

坂
本
さ
ん
か
ら
作
業
の
説
明
を
受
け
た

児
童
は
、
緑
色
の
実
を
丁
寧
に
摘
み
取
っ

て
い
ま
し
た
。「
初
め
て
の
作
業
を
楽
し

く
で
き
た
」「
摘
み
取
っ
た
実
は
青
リ
ン

ゴ
み
た
い
。
家
で
に
お
い
を
嗅
い
で
楽
し

み
ま
す
」
と
笑
顔
の
児
童
に
坂
本
さ
ん
は

「
活
動
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
果
物
が

で
き
る
の
か
を
分
か
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
今
後
、
当
町
で
農
家
民
泊
や
リ

ン
ゴ
収
穫
体
験
な
ど
を
す
る
予
定
で
す
。

　

神
奈
川
県
横
浜
市
栄
区
の
光み

つ

田だ

清き
よ

隆た
か

区

長
と
栄
区
民
ま
つ
り
関
係
職
員
が
７
月
24

日
、
南
部
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
今
年
度
、
横
浜
市
と
職
員
人

事
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
同
市
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
山
田
將ま

さ

博ひ
ろ

主
事
（
農
村
交
流

推
進
課
勤
務
）
の
出
身
で
あ
る
同
市
栄
区

の
区
民
ま
つ
り
で
、
町
の
特
産
品
な
ど
を

販
売
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
打
ち
合
わ
せ
を
目
的
に
来
町
し
た
も

の
で
す
。

　

打
ち
合
わ
せ
に
は
工
藤
町
長
を
は
じ

め
、
ま
つ
り
に
参
加
す
る
達
者
村
ふ
れ
あ

い
隊
や
町
職
員
が
出
席
。
会
場
フ
ロ
ア
な

ど
を
確
認
し
、
５
万
人
が
訪
れ
る
と
い
う

栄
区
最
大
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

栄
区
民
ま
つ
り
は
、
10
月
31
日
に
区
立

本
郷
中
学
校
で
開
か
れ
ま
す
。

　

韓
国
農
漁
村
公
社
の
榮ヨ

ン
ジ
ュ州

・
奉テ

フ
ァ化

支
社

の
チ
ョ
ン
ブ
山
圏
域
推
進
委
員
ら
17
人
が

６
月
25
日
、
む
ら
お
こ
し
海
外
先
進
地
視

察
の
た
め
、
当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

韓
国
政
府
の
外
郭
団
体
で
あ
る
同
公
社

で
は
、
農
産
物
生
産
や
流
通
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
を
今
後
の
農
業
発
展

に
役
立
て
よ
う
と
６
月
24
日
か
ら
青
森
県

を
訪
れ
た
も
の
で
す
。

　

坂
本
誠
治
さ
ん
（
小
向
）
の
リ
ン
ゴ
園

で
有
機
栽
培
に
つ
い
て
学
ん
だ
一
行
は
そ

の
後
、
チ
ェ
リ
ウ
ス
で
町
職
員
か
ら
達
者

村
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
行
は
「
わ
た
し
た
ち
よ
り
一
歩
進
ん

だ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

を
、
今
後
に
役
立
て
た
い
」「
日
本
と
韓

国
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
お
互
い
発
展

し
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
有
意
義

な
研
修
の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

滞
在
型
観
光
の
方
策
を
探
る

住
す み

谷
や

橋近くから見た
風景

　町内には豊かな自然が織り成す風景や町並み、田園風景など、心癒され
る美しい景観ポイントが数多くあります。このうち、眺めることにより心
が癒され、達者（健康）になれるような優れた景観ポイント100カ所を「達
者村百景」として選定しています。
　皆さまに広く周知し、町民の共有財産として内外に広く発信し、守り、
はぐくんでいくために、連載で紹介しています。

29

心癒される景観百選

名久井岳山頂から見た
南部町

蒼
そ う ぜ ん

前神社

　今回は、7 月 9・10 日に開かれた「あおもりツーリズム
アドバイザリーボード」の様子を、達者村づくり委員会総
務会の佐々木進会長に報告していただきます。

描の５

さまざまな出来事をお伝えします浜っこたちが農作業を初体験
大蛇小（階上町）４年生がリンゴの摘果作業

一歩進んだグリーン・ツーリズムを学ぶ
韓国農漁村公社が先進地視察のため来青

イベント盛況の決意を新たに
横浜市栄区の「栄区民まつり」で南部町の特産品を販売
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参加者の見守るなか、長岡会長㊥からメッセージを受け
取る工藤町長

スクリーンに映し出された太陽の欠ける様子に見入る
参加者

警察犬と一緒に園地をパトロールする関係者

人力車の楽しさを園児に伝える山田さん

手のひらにとまったホタルを鑑賞する児童

2種類のひまわりを植栽していました

鳥居の奥に再建された祠

　第 59 回「社会を明るくする運動」法務大臣・
青森県知事のメッセージ伝達式が、７月 10日に
本庁舎で行われました。
　式では、八戸地区保護司会三戸分会の長岡達雄
会長が、法務大臣と県知事のメッセージを伝達。
メッセージを受け取った工藤町長は「犯罪、非行
のない社会づくりに行政としても取り組みます」
と協力を誓いました。
　参加した約 30 人の保護司の皆さんはその後、
横断幕を掲げて福田地区をパレードし、うちわや
ティッシュを配りながら町民へ運動の協力を呼
び掛けていました。

　名久井岳中腹には、山の水を守る神として地元
の人が古くから信仰してきた「山の神」の祠

ほこら

があ
ります。
　山の神は、上名久井地区と高瀬地区の約400世
帯が祭っているもので、管理する上名久井財産区
議会（森貞雄議長）では、老朽化の進んだ祠

ほこら

を数
十年ぶりに再建。６月７日に約 30人の町民が出
席し、再建式が行われました。森議長は「古くか
ら水を届けてくれた山の神をこれからも大事にし
ていくとともに、若い人にも伝えていきたい」と
話していました。

　部分日食を観察しようと７月 22日、中央公民
館で「日食観察会」が行われました。
　当日はあいにくの天気のため、館内でライブ中
継をスクリーンに映しての観察となりましたが、
途中、曇り空の向こうにうっすらと日食が見える
と、外へ出た参加者は歓声を上げて観察していま
した。参加した児童は「天気が悪くて残念だった
けど、初めて見る日食はすごかったです」と感想
を話していました。

　名川さくらんぼ狩りのオープンを前に６月 17
日、中央公民館で「サクランボ盗難防止パトロー
ル出動式」が行われました。
　式では、三戸地区防犯協会の庭田義雄副会長が
「農家の皆さんが安心して生産できるように努め
ましょう」とあいさつ。三戸警察署の佐藤彰署長
による激励のことばに続いて、三戸地区防犯指導
隊南部支隊の竹内司支隊長が「精魂込めて生産さ
れたサクランボを、盗難されることなく消費者に
届けます」と出発を宣言。出席した約 30人の防
犯指導隊員と警察署員は早速、町内の観光農園で
警察犬と一緒に園内を巡回していました。

　人力車を引きながら日本一周
を目指す山田祥平さんと婚約者
の中川水

み ほ

帆さんが、町内の保育園
で人力車の魅力を伝えました。
　大学生時代のアルバイトで人力
車の魅力を知った山田さんは、人
力車が観光道具としてしか認知
されていないことに歯がゆさを感
じ、人力車には人と人の心をつ
なぐ力があること、そして、自分
の姿を見て一人でも多くの人に夢
を持ってほしいと思い、平成 20
年５月に三重県伊勢市を出発し
ました。その後、東京都で運命の
人・中川さんと出会い、プロポー
ズ。今は２人で日本一周を目指し
ています。
　太平洋側を北上し、６月 17 日
に南部町へ到着した２人は、岩手
県二戸市で知り合った荒

あら

田
た

林
しげ

子
こ

さ
んの実家（玉掛）に宿泊し、あ

たたかいもてなしを受けました。
ヒッチハイクの旅とは違う２人
に不思議なパワーを感じました
と話す荒

あら

田
た

さんは「事故に注意し
てゴールを目指してください」と

エールを送っていました。
　翌日、２人はなんぶ保育園に立
ち寄り、初めて見る人力車に目
を輝かせる園児を乗せ、その楽
しさを伝えていました。「楽しか 
った。また乗りたい」と園児も笑
顔で大満足の様子でした。
　その後、八戸市へ向かった２人
は、工藤久夫さん（福田）のご厚
意で工藤さん宅へ宿泊。翌日は福
地保育園の園児に人力車の魅力
を伝えました。
　「乗っている人、引いている人、
見ている人を笑顔にするのが人
力車の魅力。日本中を笑顔にした
い」と話す山田さんと中川さん。
北海道の後は本州日本海側を南
下し、沖縄・九州・四国を経て、
平成22年 11月 22日（いい夫婦
の日）に伊勢市へゴールし、結婚
式を挙げる予定です。

　長
なが

坂
さか

下
した

環境保全隊（出町勝代表）が主催する
「ほたる鑑賞ナイトツアー」が７月 19・20 日に
行われ、町内外からの参加者がホタルの淡い光に
酔いしれました。
　剣吉地区の長

なが

坂
さか

下
した

公園からホタルの里へ移動
した参加者は、ほのかな光を放ち舞うホタルに大
はしゃぎ。幻想的な光を放ちながら乱舞するホタ
ルを、いつまでも楽しんでいました。

　二又中山間組合（竹林正春組合長）は６月 21
日、二又地区内の道路沿いや花壇に、ひまわりの
苗 4,300 本を植えました。
　今年で 3年目となる活動には、子どもからお
年寄りまで約 30人が参加。３時間以上にわたっ
て、長さ７～８㌢の苗植えに汗を流しました。
　竹林組合長は「ひまわりの花咲くころには、道
路を通る人に喜んでいただいています。今後も活
動を続けていきたいですね」と話します。ひまわ
りは、同地区で８月上旬から実施される桃狩りの
観光シーズンにあわせて咲く予定です。

犯罪、非行のない町を目指して
社会を明るくする運動メッセージ伝達式

水を守る神の祠
ほこら

を再建
上名久井財産区議会で「山の神」の祠

ほこら

の再建式

一瞬見えた部分日食に上がる歓声
中央公民館で日食観察会

サクランボの盗難を防げ
サクランボ盗難防止パトロール

人力車の魅力を伝える旅
日本一周の旅を続ける山田祥平さんと中川水

み ほ

帆さん

ほのかな光に酔いしれる
長
ながさかした

坂下環境保全隊主催のほたる鑑賞会

ひまわりが咲く、笑顔が咲く
二又中山間組合で 4,300 本のひまわりを植樹



木月 火 水

金 土 SATURDAY／日 SUNDAY

９月１日

ビン 名川Ａ・南部Ａ

不燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 福地

24 25 26

可燃 名川Ａ・南部Ａ

18 19
可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

17

２31

可燃 名川Ａ・南部Ａ

８ ９
可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

新聞・段ボール 福地

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ可燃 名川Ａ・南部Ａ

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

10 11 12

福地缶・ビン・ペット

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

雑・チラシ・古布・その他の紙・
缶・ビン・ペット 福地

７

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

不燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 福地

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

可燃 福地

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

福地

個・名病 ＢＣＧ、三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

10 11 12

13

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

３ ４ ５

６

７

９

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

８

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

13 14

16

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

15

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地 可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

27 28 29

30

名川Ａ・南部Ａ段ボール

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

21
可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

22

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

広報９月号発行予定日

名川Ａ・南部Ａ段ボール

粗大 上斗賀・下斗賀・小波田第１・小波
田第２

20

２歯 中央公民館

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

三種混合個・かわむら

粗大 平・広場・相内

新・雑・チラシ 名川Ｂ・南部Ｂ

粗大 下名久井・五日市・五日市団地・
５区・６区・福地Ａ

ゆとりあ乳健

粗大

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

23
ペットボトル 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

不燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 福地

個・名病 ＢＣＧ、三種混合、ＭＲ混合

個・南病 三種混合

可燃 名川Ａ・南部Ａ

名川病院で平日に受診できます。

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

個・南医 三種混合

名川秋まつり名川秋まつり

【集団検診】特定健診・がん検診
　　　　　  （福田・椛木／ゆとりあ）

【集団検診】特定健診・がん検診
　　　　　  （東あかね・法師岡／ゆとりあ）

ビン 名川Ａ・南部Ａ

不燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 福地

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・南病 ＭＲ混合

個・南医 ＭＲ混合
【集団検診】特定健診・がん検診
　　　　　  （片岸・高橋・小泉／ゆとりあ）

【集団検診】特定健診・がん検診
　　　　　  （苫米地上・中・後・下・駅前
　　　　　　団地／ゆとりあ）

不燃 福地個・南医 三種混合

個・南医 ＭＲ混合 缶・ビン・ペット

受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉
課（☎ 0178・76・2111）へお問い合わ
せください。

名川秋まつり

新・雑・チラシ 名川Ａ・南部Ａ

なんぶサマーフェスティバル

南部まつり

ぼたんの里乳相

ぼたんの里４相

森越・卯月沢・森林・向山団地・
７区・８区・福地Ｂ

ペットボトル 名川Ａ・南部Ａ

名川Ｂ・南部Ｂ段ボール

粗大 桜町・剣吉山・新開地・桜本町・９区・
10 区・11 区

ポリオ（ゆとりあ）集団
市場食育祭

衆議院議員総選挙

個・かわむら

新・雑・チラシ 名川Ｂ・南部Ｂ

【集団検診】

【病院健診】

特別収集 名川地区・福地地区

２歯 …２歳児歯科健康診査（H19.1～H19.2生）受付12時50分～13時10分

WEDNESDAYTUESDAYMONDAY

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

可燃 不燃 粗大 ペット 新 雑 段 …段ボール…雑誌…新聞紙…ペットボトル…粗大ごみ…不燃物…可燃物

４相 …４歳児健康相談（H17.1～H17.2生）受付13時～13時30分

乳相 …乳児相談（H21.3～H21.5生）受付９時30分～10時、（H20.8～H20.10生）受付10時～10時30分

THURSDAY

FRIDAY

…個別接種（かわむら内科クリニック）受付９時～12時、14時～17時30分

個・南医 …個別接種（南部医院）受付10時～11時、17時～18時 個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付14時30分～15時

個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分 個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分

こ
の
ペ
ー
ジ
は
抜
き
取
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

乳健 …乳児健康診査（H20.12～H21.1生）受付12時30分～12時50分

集団 …集団予防接種（受付12時～12時20分）

小向クリニックで予定していた９月以降の個別予防接種は、新しく開業する「かわむら内科
クリニック（小向内科クリニック跡地）」で実施します。

お盆の供え物の収集です。８時ま
でに各指定場所へ出してください。
南部地区の収集はありません。



わくわくひろば（体験活動）

木曜日／９時30分～11時

こすもすクラブ（体験活動）

木曜日／９時30分～11時

ぴっぴクラブ（体験活動）

木曜日／９時30分～11時

2223 広報なんぶちょう ８月号 広報なんぶちょう ８月号

月 火 水 木 金 土 日
８月10日 11 12

フラダンス体験
13 14

巡回バス（C・Dコー
ス）

15 16

17 18
女性水泳教室

19
流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

20 21
巡回バス（A・Bコー
ス）/ 水中運動体
験教室 /ヘルシー
塾健康教室２

22
エアロビクス教室

23

24
小学生水泳教室
水中運動教室
水中ウォーキング
教室

25
女性水泳教室

26
流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室
水中ウォーキング
教室

27
休館日

28  巡回バス（C・
Dコース）/ 水中
運動体験教室 /ヘ
ルシー塾健康教室
２/ 町民温健康法
教室 / 水中ウォー
キング教室

29
エアロビクス教室

30
流水プール・ふ
くち屋外プール
営業最終日

31
小学生水泳教室
水中運動教室
水中ウォーキング
教室

９月１日
女性水泳教室

２
流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室
水中ウォーキング
教室

３ ４
巡回バス（A・Bコー
ス）/ 水中運動体
験教室 /ヘルシー
塾健康教室

５
エアロビクス教室

６

●８月 20 日　ミニバイク遊び
●　　27 日　段ボール箱遊び
●９月 ３ 日　おもちゃ作り

1Q84  a  novel  BOOK 1・2
村上 春樹 著

1984 年・東京。少女の書いた小説を

リライトし、文学新人賞をたくらむ天

吾。インストラクターという表の顔の

ほかに、殺し屋の顔を持つ青豆。あ

る出来事をきっかけに、1984 年の

世界は1Q84 の世界へと姿を変えて

いく。

一緒に日本を買い叩きませんか。中

国が立ち上げた国家ファンドの標的

は、日本最大の自動車メーカー・ア

カマ自動車。史上最大の買収劇が

始まった。

レッドゾーン 上・下
真山 　仁 著

　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に
通っていないお子さんなら、どなたでも参加
できます。子育て相談や園庭の開放、絵本や
ビデオの貸し出しも行っていますので、お気
軽にご利用ください。

●８月 20 日　ボール遊び
●　　27 日　お誕生会
●９月３日　てくてくお散歩

●８月 20 日　ボール遊び
●　　27 日　お誕生会
●９月 ３ 日　戸外遊び

●８月17・19・24・26・31日
　　　　　　　　　　　　●９月２日　

●８月 17・24・31 日

　貸出期間の過ぎた、2007 年１月から
2008 年８月までの雑誌を、希望者に先着
順で差し上げます。
■期間　９月１日火～９月 20 日日

■提供雑誌　ＮＨＫきょうの料理／オレ
ンジページ／Ｈａｎａｋｏ／旅の手帖
／天然生活／Ｎｕｍｂｅｒ／日経エン
ターテイメント　など

　7月から12月まで、バーデハ
ウスふくちのお風呂利用者を対
象に「入浴番付」を実施していま
す。
　参加は無料で、ルールは普段
どおりに入浴するだけ。あなた
も横綱を目指してみませんか。
【参加対象者】
　入浴回数券を利用または券売
機で入浴券を購入し、お風呂を
利用した人（宿泊者は対象外で
す）。
【ルール】
①しこ名を決めて、バーデハウ

　６月から始まった湯上がりライ
ブ。今月は Ｏｎ ｌⅰｎｅ（オ
ンライン）メンバーによる演奏
です。
■期日　８月７日金
■時間　19時30分～
■場所　バーデハウスふくちロビ
ー
■その他　入場料や事前申し込み
は不要ですが、入館料が必要に
なります。

　スふくちフロントにお申し込
　みください。
②入浴するごとに、カードにス
　タンプを押します。
③スタンプが 50 個たまるごと
　に、無料入浴券 2枚をプレゼ
　ントします。
④さらに、スタンプ50個を一口
　として、入浴券などが当たる抽
　選会に参加できます。
⑤スタンプを多くためた人 (番
　付上位者 ) には、宿泊券やプ
　ール券などの賞品をプレゼン
　トします。 オンラインのメンバー

※８月 13 日から 16 日まで、トレーニングジムの利用時間は 10 時から 17 時までとなります。

湯上がりライブ
今月の演奏は Ｏｎ ｌⅰｎｅ

目指せ、横綱。入浴番付を実施中
入浴すれば賞品の当たるチャンスが広がる

名川中学校図書室１階（☎ 0178・76・3121）
休室日８月10日月～14日金／17日月／24日月／28日金／31日月
　　　９月７日月／14日月

としょしつ通信

今月のオススメ

あなたの子育て、応援します

おいでよ!子育て支援センター

福地保育園
☎0178・84・4118

なんぶ保育園
☎0179・34・3034

チェリー保育園
☎0178・76・1115

●８月 19・26 日、９月 2日

つどいのひろば（自由活動）

水曜日／９時30分～11時

●８月 17・19・24・ 26・
　　　31日
●９月 2日

サークルちびこす（自由活動）

月・水曜日／９時30分～12時

ぬくぬく（自由活動）

月・水曜日／９時30分～11時

にこちゃんクラブ

月曜日／10時～12時

子育てサークル

雑誌のバックナンバーを差し上げます

☎ 0178・84・2850だより
厚生労働大臣認定・健康増進施設



2425 広報なんぶちょう ８月号 広報なんぶちょう ８月号

11
TUE
12
WED

13
THU

14
FRI
15
SAT
16
SUN

17
MON

18
TUE
19
WED

20
THU

21
FRI
22
SAT
23
SUN

24
MON

25
TUE
26
WED

27
THU

28
FRI
29
SAT
30
SUN

31
MON

１
TUE

２
WED

３
THU

４
FRI
５
SAT

６
SUN

７
MON

８
TUE

９
WED

工　　事　　名 工事場所 請負業者 契約額（円） 工　　期

鳥谷地区防火水槽設置工事 鳥谷地区 若本建設工業（有） 3,255,000 自：21 年６月 26 日
至：21 年９月 30 日

あかね団地内道路舗装改修工事 福田地区 （株）夏堀組 29,452,500 自：21 年６月 26 日
至：21 年９月 30 日

後渡 1号線道路舗装工事 大向地区 助川重機（有） 1,837,500 自：21 年６月 26 日
至：21 年７月 31 日

南部地区道路維持改修工事 南部地区 （有）工藤土建 2,100,000 自：21 年６月 26 日
至：21 年８月 24 日

名久井小学校給水配管改修工事 平地区 （株）宮本農機 5,512,500 自：21 年６月 26 日
至：21 年８月 25 日

ふるさと運動公園整備電気設備工事 上名久井・下名久井地区 （有）本田電気工業 45,885,000 自：21 年６月 26 日
至：21 年11月 17 日

公共工事契約状況（６月 23 日入札分） ■問合せ先　財政課　☎ 0178・84・2111

年度 事　　業 事業費 助成額

18
行政バス購入 31,559 31,300

あかね団地内道路舗装 20,352 10,000

19

名川中学校グラウンド走
路改修

2,457 2,400

あかね団地内道路舗装 20,007 10,000

20

消防屯所等建設 20,690 20,000

消防ポンプ自動車購入 16,370 15,700

あかね団地内道路舗装 20,974 10,000

南部藩発祥の地・街なみ
景観整備

29,420 28,500

（単位：千円）

南部藩発祥の地・街なみ景観整備事業で
大向地区に整備された街灯

整形外科 受付時間：11時30分まで

眼科 受付時間は14時30分まで
初診の方は13時30分まで

８月 12日水　木村先生／ 14 時～ 15 時
 26日水　木村先生／ 14 時～ 15 時

８月22日土　工藤先生／９時～

８月11日火　柳沢先生／ ８時 30 分～９時
17日月　伊藤先生／ 13 時～
25日火　柳沢先生／ ８時 30 分～９時
31日月　伊藤先生／ 13 時～

残
生
の
希
ひ
の
ご
と
く
草
屋
根
に
黄
菅
の
花
の
昏
れ
残
る
見
ゆ　
　
　
　

川
守
田
慶
三

旅
の
途
次
榛
の
実
を
配
ら
れ
し
殻
割
り
て
食
む
少
年
と
な
る　
　
　
　
　

石
塚　
　

守

昆
布
だ
し
が
味
の
き
め
て
と
友
に
配
る
ミ
ズ
の
醤
油
づ
け
に
注
文
殺
到　

大
久
保
雪
夫

懸
命
に
子
育
て
に
励
む
山
鳩
の
涙
ぐ
ま
し
き
仕
ぐ
さ
見
守
る　
　
　
　
　

佐
々
木
教
子

高
校
の
孫
た
ち
如
何
に
と
思
ひ
つ
つ
幼
き
頃
の
顔
う
か
び
く
る　
　
　
　

根
市　

政
志

福
地
短
歌
会

緑
濃
き
谷
間
暮
れ
つ
つ
白
じ
ろ
と
マ
タ
タ
ビ
の
葉
は
し
る
く
浮
き
立
つ　

西
舘　

ヒ
デ

歌
を
知
り
学
び
つ
つ
来
し
五
十
年
卒
寿
を
こ
え
て
な
ほ
道
つ
づ
く　
　
　

岩
舘　

す
み

再
婚
に
封
印
し
た
る
幾
十
年
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
戦
死
の
夫
の
明
言
ひ
し
と　
　
　

佐
々
木
冴
美

ニ
ン
ニ
ク
掘
り
手
伝
ふ
息
子
が
３
Ｌ
の
玉
を
か
か
げ
て
大
声
を
あ
ぐ　
　

田
中　

と
し

日
の
丸
の
旗
を
振
り
つ
つ
送
り
た
る
出
征
兵
士
が
浮
か
ぶ
祝
日　
　
　
　

内
村　

貞
子

野
苺
の
熟
れ
た
る
頃
や
騒
が
し
き
ス
ズ
メ
ら
軒
に
数
を
減
ら
し
ぬ　
　
　

坂
本　

綾
子

川
岸
の
柳
の
み
ど
り
水
面
に
も
影
を
落
と
し
て
さ
揺
ら
ぎ
や
ま
ず　
　
　

馬
場　

敬
子

ひ
と
畝
の
花
菖
蒲
日
ご
と
咲
き
つ
づ
く
水
色
・
紫
・
白
を
揺
ら
し
て　
　

荒
木　

弘
子

な
ん
ぶ
短
歌
会

あ
ら
た
ま
の
年
の
始
め
の
断
水
で
我
が
町
の
名
は
津
々
浦
々
に　
　
　
　

向
山　

敦
子

水
温
む
代
掻
き
の
音
ひ
も
す
が
ら
明
日
の
早
苗
田
夏
空
を
呼
ぶ　
　
　
　

板
垣　

信
子

水
鏡
映
せ
る
緑
さ
わ
が
せ
て
田
植
え
機
械
が
早
苗
植
ゑ
ゆ
く　
　
　
　
　

一
ノ
渡　

綮

朝
露
の
水
滴
払
い
咲
き
に
け
り
白
い
小
さ
な
稚
児
百
合
の
花　
　
　
　
　

立
花　

京
子

長
き
梅
雨
憂
き
日
は
出
か
け
水
玉
の
青
き
長
靴
あ
お
き
傘
買
ふ　
　
　
　

山
下　

幸
枝

水
溜
ま
り
踏
ま
る
る
た
び
に
歪
み
つ
つ
映
す
夕
空
し
ば
し
佇
む　
　
　
　

奥　

あ
さ
子

田
植
ゑ
終
え
一
緒
に
伸
び
る
ク
ワ
イ
の
葉
大
き
な
水
カ
キ
小
ガ
モ
助
け
て　

川
村　

綾
子

水
涸
れ
て
名
の
み
と
な
り
し
瀧
壺
に
風
に
の
り
く
る
鶯
の
声　
　
　
　
　

西
舘　

和
子

若　

草　

会

戸田一般戦 GIII唐津新鋭リーグ戦

デーレース ナイターレース

桐生ナイター一般戦 GIII桐生モーターボート大賞トライアル

浜名湖ゴールデンレース

SG丸亀モーターボート記念競走

GIII芦屋企業杯

GI住之江・高松宮杯

財団法人 むつ小川原地域・産業振興財団の事業紹介
平成元年に設立した「財団法人 むつ小川原地域・産業振興財団」は、
県内各地の産業振興や地域づくり活動に幅広く支援をしています。

原子燃料サイクル事業推進特別対策事業 むつ小川原地域・産業振興プロジェクト支援事業

　市町村が実施する地域産業の育成や地域振興
のための施設整備などを支援しています。
　南部町では平成18年度から20年度まで、次の
事業について支援を受けています。

　市町村や産業団体が実施する、魅力ある地域
づくりや産業の育成・振興を図るための取り組
みに対し、支援をしています。
　南部町では、平成18年度に200万円の助成を
受け、首都圏旅行客誘致のためのパンフレット
を作成したほか、19 年度には 250 万円の助成
を受けて、青い森鉄道との連携による広域観光
ルートづくりなどを行いました。

【平成 22 年度交付対象事業募集】
■対象団体　産業団体、地域づくりグループや
　組織など。
■対象事業　人材育成、技術開発、商品開発、
　市場・販路開拓、観光開発、環境整備、スポ
　ーツ・文化交流など、地域の活性化および産
　業の育成・振興を図る事業。
■助成　事業費の 5分の 4 以内。
■申込み　企画調整課（本庁舎）に備え付けの
事業実施要望書に必要書類を添え、（財）む
つ小川原地域・産業振興財団へお申し込みく
ださい。

■申込期間　9月 1 日火から 10 月 31 日土まで
■問合せ　企画調整課　☎ 0178・84・2111

泌尿器科　要予約

先天性股関節脱臼検診　要予約
受付時間：10時30分から10時50分まで

８月22日土　工藤先生

※都合により変更になる場合がありますので、
ご来院の際はお問い合わせください。

名川病院ガイド 外科、内科、循環器科、皮膚科、肛門科
アレルギー科、歯科

問合せ先
☎ 0178・76・2001 診療科

8 August 9 September

青森労災病院からの専門外来診察日



ご意見箱を設置しています

あたたかい善意に感謝

2627 広報なんぶちょう ８月号 広報なんぶちょう ８月号

お知らせ
　

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
。
期
限
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
な
か
っ
た
場
合
、
定
額
給

付
金
の
受
け
取
り
を
辞
退
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ

済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

10
月
５
日
月

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１

　

望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
夏
の
星
座

や
惑
星
を
見
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

８
月
29
日
土

■
時
間　

19
時
〜
20
時
30
分

■
場
所　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
み　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

小
学
生
は
保
護
者
と
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

中
央
公
民
館

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
２
３

　

日
常
英
会
話
の
習
得
を
目
指
し
、

英
会
話
教
室
を
行
い
ま
す
。

■
期
日　

９
月
10
日
か
ら
12
月
10

日
・
木
曜
日  

全
13
回

■
時
間　

18
時
〜
19
時
30
分

■
場
所　

福
地
公
民
館

■
講
師　

米
軍
三
沢
基
地
学
校
教

師
２
人
お
よ
び
町
内
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

■
対
象　

高
校
生
以
上
の
町
民
お

よ
び
町
内
在
勤
の
成
人
。

■
定
員　

初
級
ク
ラ
ス
20
人
、
中

級
ク
ラ
ス
20
人
（
い
ず
れ
も
先

着
順
） 

。

■
参
加
料　

無
料
。
テ
キ
ス
ト
代

等
実
費
。

■
申
込
期
限　

８
月
31
日
月

■
申
込
み
・
問
合
せ　

福
地
公
民

館
（
☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１

１
１
）ま
た
は
中
央
公
民
館（
☎

０
１
７
８
・
76
・
２
３
２
３
）

■
期
日　

９
月
29
日
か
ら
12
月
８

日
・
火
曜
日  

全
10
回

■
時
間　

19
時
〜
21
時

■
場
所　

福
地
公
民
館

■
講
師　

東
京
中
央
き
も
の
着
付

研
究
会
・
野
崎
和
子
氏

■
内
容　

よ
そ
行
き
用
着
物
の
着

方
お
よ
び
着
せ
方

■
対
象　

町
内
在
住
の
成
人
女
性

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

８
月
31
日
月

■
そ
の
他　

着
物
や
小
物
な
ど
は

　

各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ　

福
地
公
民

館
（
☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１

１
１
）ま
た
は
中
央
公
民
館（
☎

０
１
７
８
・
76
・
２
３
２
３
）

　

ア
ロ
マ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
は
、

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
と
、
簡
単
に
で
き
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
運
動
で
す
。

■
期
日　

９
月
30
日
か
ら
12
月
２

日
・
毎
週
水
曜
日  

全
10
回

■
時
間　

19
時
〜
21
時

■
場
所　

福
地
公
民
館

■
講
師　

ア
ロ
マ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
小
泉
百

合
子
氏

■
対
象　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
し
て
い
る
成
人
。

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料
。
た
だ
し
、
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
材
料
代
と
し

て
毎
回
４
０
０
円
程
度
が
必
要
。

■
申
込
期
限　

８
月
31
日
月

今月の納期

町県民税（２期）

国民健康保険税（２期）

介護保険料（２期）

後期高齢者医療保険料（２期）

■納期限  ８月31日月

■口座振替日  ８月25日火

■問合せ　税務課
　☎ 0179・34・2111

■
申
込
み
・
問
合
せ　

福
地
公
民

館
（
☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１

１
１
）ま
た
は
中
央
公
民
館（
☎

０
１
７
８
・
76
・
２
３
２
３
）

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
ラ
イ
フ
セ

ー
ビ
ン
グ
（
救
命
活
動
）
を
通
し

て
、
親
子
の
絆
と
参
加
者
の
交
流

を
深
め
ま
す
。

■
期
日　

８
月
29
日
土

■
時
間　

９
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

■
対
象　

小
学
生
と
保
護
者
。
小

学
生
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

８
月
17
日
月

■
申
込
み
・
問
合
せ　

名
川
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
１
０

■
期
日　

８
月
12
日
水

■
時
間　

19
時
〜
19
時
40
分

■
場
所　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料
。
入
館
料
別
途
。

■
申
込
み
・
問
合
せ　

バ
ー
デ
ハ

ウ
ス
ふ
く
ち

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
８
５
０

　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち
で
設
定

し
た
期
日
で
は
な
く
、
受
講
生
が

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
参
加
す

る
教
室
で
す
。

■
期
日
・
時
間

▽
月
曜
日
コ
ー
ス
＝
12
月
７
日
ま

で
の
月
曜
日
・
12
時
40
分
〜
13

時
▽
水
曜
日
コ
ー
ス
＝
12
月
16
日
ま

で
の
水
曜
日
・
16
時
〜
16
時
20

分
▽
金
曜
日
コ
ー
ス
＝
12
月
18
日
ま

で
の
金
曜
日
・
19
時
30
分
〜
20

時
■
場
所　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

■
参
加
料　

無
料
。
入
館
料
別
途
。

■
定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
10
人

（
先
着
順
）。

■
申
込
み
・
問
合
せ　

バ
ー
デ
ハ

ウ
ス
ふ
く
ち

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
８
５
０

　

総
務
省
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の

全
額
免
除
を
受
け
て
い
る
世
帯
に

対
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
が
見
ら
れ
る
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
、

今
年
秋
以
降
に
行
う
予
定
で
す
。

　

支
援
を
受
け
る
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
受
信
契
約
を
結
び
、
受
信
料
全

額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
支
援
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

給
付
で
す
の
で
、
ご
自
身
で
購
入

し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
ア
ン
テ
ナ
な

ど
の
費
用
は
対
象
外
で
す
。

■
問
合
せ　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
07
・
０
１
０
１

　

県
で
は
、
県
境
不
法
投
棄
現
場

の
見
学
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

■
期
日　

９
月
６
日
日

■
見
学
場
所　

青
森
県
側
の
県
境

不
法
投
棄
現
場
お
よ
び
浸
出
水

処
理
施
設
。

■
集
合
・
解
散　

12
時
40
分
本
庁

舎
前
集
合
。
17
時
本
庁
舎
前
解

散
。

■
交
通
手
段　

専
用
バ
ス

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

40
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
申
込
期
限　

８
月
20
日
木

■
申
込
み
・
問
合
せ　

青
森
県
環

境
生
活
部
県
境
再
生
対
策
室

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
２
６
１

　創立40周年を迎えた名川ロー
タリークラブ（宮本佳悦会長）
から、40周年記念事業として町
に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
を寄贈していただきました。
　いただいたＡＥＤは、福地体育
センターへ備えることにしてい
ます。ありがとうございました。

　杉澤雅昭さん（玉掛）から、
住みよい活力ある地域づくりに
役立ててくださいと、寄付金
10万円をいただきました。
　雅昭さんの母・みたかさんが
生前、保健協力員として町にお
世話になったお礼にと寄付くだ
さったものです。ありがとうご
ざいました。

　町は、皆さんからのご意見を
サービスの向上に役立てるため、
各庁舎および各公民館のロビー
や入り口付近に「ご意見箱」を
設置しています。
　ご意見などに対し回答を希望
する人は、氏名・住所・電話番
号を必ず記入してください。無
記名の場合は回答しませんので
ご了承ください。
■問合せ　総務課
☎ 0178・84・2111

８・９月の休日窓口開設日

■期日  ８月15日土
　　　  ９月５日土、19日土
■時間  ８時15分～正午
■場所   住民生活課（南部分庁 
　舎）
■業務内容　住民票・印鑑証明
　書の交付、印鑑登録

■その他　死亡届の受理は、ど
　この庁舎でも受け付けます。
■問合せ　住民生活課
　☎ 0179・34・2111

平日は、予約制で18 時まで窓口
を開設しています。

information

定
額
給
付
金

申請確認

南部町の人口と世帯数
（平成21年７月21日現在）

人　口 21,337人
男 10,233人
女 11,104人
世帯数 7,464世帯

（－10）
（－８）
（－２）
（－１）

対前月比

英
会
話
教
室

参加募集

着
付
け
教
室

参加募集

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ

ー
給
付
な
ど
の
支
援

給付案内

Ｂ
＆
Ｇ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

参加募集

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
験
教
室

参加募集

青
森
・
岩
手
県
境
不
法

投
棄
現
場
県
民
見
学
会

募集案内

ア
ロ
マ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

講
座

参加募集

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

参加募集

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験

参加募集



町営市場の販売状況（平成21年６月16日～７月15日分）

品　名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）

佐藤錦 20,042 47,755 2,383 1,716

北光 10,123 6,392 631 412

ジャンボ錦 3,080 4,577 1,486 926

南陽 1,131 2,660 2,352 2,063

紅秀峰 3,202 9,298 2,904 2,023

サミット 3,997 7,088 1,773 1,229

豊後 350,658 70,404 201 102

八助 163,159 35,968 220 172

大実 7,428 1,389 187 139

山形3 号 12,401 2,269 183 142

大石 26,767 4,201 157 149

大根 73,235 3,891 53 31

長芋 62,480 11,979 192 172

にんにく 12,835 8,722 680 1,381

生にんにく 17,906 8,433 471 1,190

ねぎ 10,287 2,514 244 194

きゅうり 35,890 3,660 102 87

トマト 29,989 5,659 189 104

さやいんげん 4,140 1,640 396 216

2829 広報なんぶちょう ８月号 広報なんぶちょう ８月号

こんなときこんな届出こんなときこんな届出こんなときこんな届出
国民年金
こんなときこんな届出

おはなし会

　シールなどによる出荷者番号および県産の表示をお願いします。
　今月の休場日
　８月９日日、14日金～17日月、23日日、26日水、30日日
　９月６日日、９日水、13日日

全国で相次ぐ熊の目
撃情報。わたしも目撃しました。夢
の中で。通報しようと携帯電話を手
にしたのですが、追いかけてくる熊
の恐怖にボタンを押す指が震えてい
たことを今でも覚えています。夢か
ら覚め、熊除けの鈴を買いに行った
のは言うまでもありません。　（と）

編集後記

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
、
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅

広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
出
願
期
限　

８
月
31
日
月

■
資
料
請
求
・
問
合
せ　

八
戸
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
１
７
８
・
70
・
１
６
６
３

　

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
廻
道

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　

８
月
22
日
土
、
23
日
日

■
時
間

10
時
〜
16
時

■
場
所　

ユ
ー
ト
リ
ー
お
よ
び
八

戸
駅
周
辺

■
内
容　

特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、
芸

能
発
表
、
音
楽
会
な
ど

■
問
合
せ　

南
部
圏
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会

☎
０
１
７
８
・
43
・
５
１
１
１

　

三
信
包
装
株
式
会
社
で
は
、
福

地
工
業
団
地
内
に
あ
る
福
地
工
場

の
パ
ー
ト
従
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容　

製
袋
機
で
ポ
リ
袋

の
加
工
、
包
装
を
す
る
仕
事
。

初
心
者
に
は
指
導
し
ま
す
。

■
就
業
時
間　

８
時
間
以
内
。
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
賃
金　

時
給
６
５
０
〜
７
０
０

　

円
■
申
込
み　

８
月
20
日
木
ま
で
に

履
歴
書
と
職
務
経
歴
書
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
必
着
）。

■
郵
送
先
・
問
合
せ

〠
０
３
１
・
０
０
７
１

八
戸
市
沼
館
１
丁
目
15

－

９

三
信
包
装
株
式
会
社
管
理
部

☎
０
１
７
８
・
43
・
６
６
５
０

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す
る
も
の

で
、
適
正
な
維
持
管
理
の
た
め
に

①
定
期
的
な
保
守
点
検

②
年
１
回
の
清
掃

③
法
定
検
査
の
受
検

が
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
正
し
く

維
持
管
理
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
か

を
判
定
す
る
も
の
で
、
使
用
開
始

後
お
よ
び
年
１
回
実
施
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
判
定
は
社
団
法

人
青
森
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
７
・
７
２
６
・
９
５
０

０
）
が
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始
や

廃
止
、
使
用
者
変
更
な
ど
は
八
戸

環
境
管
理
事
務
所
（
☎
０
１
７

８
・
51
・
１
９
０
０
）
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

環
境
衛
生
課

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１

　

三
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
ご
み
減
量
を
推
進
す
る
た
め
、

登
録
団
体
の
集
団
回
収
量
に
応
じ

て
報
奨
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象　

名
川
地
区
お
よ
び
南
部

地
区
の
人
。

■
登
録
団
体　

町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

10
人
以
上
の
団
体
。

■
回
収
品
目　

新
聞
、
雑
誌
、
段

ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー

ル
缶
。

■
問
合
せ　

三
戸
地
区
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
９
・
25
・
２
１
１
３

　福地おはなし会の皆さんによ
る読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありません
が、未就学のお子さんは保護者
同伴でお越しください。
■期日　８月 23日日
■時間　10時～ 10時 30分
■場所　名川中学校図書室 1階
■問合せ　中央公民館
☎ 0178・76・2323

行政相談・人権相談

■日時　９月３日木  13～15時
■場所　福地公民館、中央公民館、
剣吉公民館（人権相談のみ）、ぼ
たんの里

■問合せ△

行政相談は総務課
　☎0178・84・2111△

人権相談は住民生活課
　☎0179・34・2111

川
柳
ま
べ
ち
吟
社 　

題
「
回
る
」

大
空
に
と
ん
び
輪
を
か
く
五
月
晴
れ

回
り
道
し
た
人
間
に
こ
く
が
あ
る

回
転
が
少
し
ゆ
る
ん
だ
錆
び
た
脳

安
い
店
ぐ
る
ぐ
る
回
る
妻
の
知
恵

く
る
く
る
と
回
る
人
生
万
華
鏡

終
章
に
ゆ
っ
く
り
回
す
夫
婦
独
楽

野
田　

敏
子

小
笠
原　

覚

堀
合　

寿
江

田
中　

久
子

久
保
田
芙
美

出
町　

國
子

■
受
験
資
格　

昭
和
52
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
大
学
を
卒
業
し

た
人
（
見
込
み
含
む
）。

■
受
付
期
間　

８
月
10
日
月
か
ら

９
月
４
日
金
ま
で
。

■
一
次
試
験　

９
月
27
日
日

■
そ
の
他　

男
性
に
限
り
、
警
視

庁
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈

川
県
、
静
岡
県
の
警
察
官
を
志

望
す
る
人
も
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

八
戸
警
察
署
（
☎
０

１
７
８
・
43
・
４
１
４
１
）
ま

た
は
三
戸
警
察
署
（
☎
０
１
７

９
・
22
・
１
１
３
５
）

■
採
用
予
定
人
員

▽
初
級
（
短
大
卒
・
高
校
卒
）
＝

17
人
程
度

▽
中
級
（
大
学
卒
）
＝
８
人
程
度

■
試
験
日　

９
月
20
日
日

■
申
込
期
間　

８
月
14
日
金
か
ら

８
月
28
日
金
ま
で
。

■
申
込
み
・
問
合
せ　

八
戸
消
防

本
部
管
理
課

　必要なときに必要な届出を忘れると、将来
受け取る年金額が少なくなったり受けられな
くなる場合もありますので、忘れずに届けま
しょう。
■問合せ　住民生活課  ☎0179・34・2111

【年金に関する主な届出先】

☎
０
１
７
８
・
44
・
２
１
３
２

【
航
空
学
生
】

▽
募
集
人
数　

海
上
約
70
人
。
航

空
約
70
人
。

▽
資
格　

高
校
を
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
し
た
20
歳
以
下
の
人
。

▽
受
付
期
限　

９
月
11
日
金

【
一
般
曹
候
補
生
】

▽
資
格　

18
歳
以
上
26
歳
以
下
の

人
。

▽
受
付
期
限　

９
月
11
日
金

【
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

▽
資
格　

18
歳
以
上
26
歳
以
下
の

人
。

▽
受
付
期
限　

男
子
は
随
時
。
女

子
は
９
月
11
日
金
。

【
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）】

▽
募
集
人
数　

人
文
・
社
会
科
学

専
攻
約
30
人
。
理
工
学
専
攻
約

１
０
０
人
。

▽
資
格　

高
校
を
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
し
た
20
歳
以
下
の
人
。

▽
受
付
期
限　

９
月
９
日
水

■
申
込
み
・
問
合
せ　

自
衛
隊
青

森
地
方
協
力
本
部
八
戸
地
域
事

務
所

☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

こんなとき 届出の種類 届出先

20 歳になった
国民年金加入
届

各庁舎または
剣吉支所

会社を退職した
国民年金加入
届

各庁舎または
剣吉支所

結婚や退職などで
配偶者の扶養に
なった

第３号被保険
者該当届

配偶者の勤務
先

配偶者の扶養から
はずれた

国民年金種別
変更届

各庁舎または
剣吉支所

国民年金保険料を
納めるのが困難

各免除申請
各庁舎または
剣吉支所

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
廻
道
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ス
タ

開催案内

警
察
官
Ｂ
を
募
集

募集案内

パ
ー
ト
従
業
員
募
集

募集案内

浄
化
槽
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

維持管理

名
川
・
南
部
地
区
の
人
へ

集
団
回
収
し
ま
せ
ん
か

制度案内

消
防
職
員
採
用
試
験

募集案内

放
送
大
学
10
月
生

募集案内

自
衛
官
募
集

募集案内

国民年金
こんなときこんな届出
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議会広報編集委員会  ☎ 0178・84・2111第16号

3031 広報なんぶちょう ８月号 広報なんぶちょう ８月号

◇条　例
南部町集会所条例の一部を改正する条例 原案可決

南部町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及び南部町農業委員会の委員の定
数等に関する条例の一部を改正する条例

〃

南部町の消防団員の定員、任用、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 〃
南部町立学校給食センター設置条例の一部を改正する条例 〃

◇契　約
工事請負契約の締結（ふるさと運動公園整備土木工事） 原案可決
財産の取得（消防ポンプ自動車） 〃

◇予　算
平成 21 年度南部町一般会計及び特別会計補正予算（３件） 原案可決

◇その他
財団法人南部町健康増進公社の経営状況 報　告

◇請願・陳情
りんごの価格安定対策を求める請願書（産業建設常任委員会 付託） 採　択
法務局職員の増員に関する陳情書 （教育民生常任委員会 付託） 不採択

協同労働の協同組合法の速やかなる制定を求める意見書の提出を求める陳情書（産業建設常任委員会 
付託）

継続審査

高齢者の肺炎球菌ワクチン接種の助成に関する陳情 ( 教育民生常任委員会 付託 ) 〃
乳幼児期のヒブワクチン接種助成に関する陳情 ( 教育民生常任委員会 付託 ) 不採択

※詳しい議案審議内容は、議会事務局までお問い合わせください。

主 

な 

質 

疑

◇条　例
南部町長及び副町長の給与に関する条例及び南部町教育委員会教育
長の給与、勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定

原案可決

南部町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 〃

◇契　約
財産の取得（学校給食配送用自動車４台） 原案可決

◇
財
団
法
人
南
部
町
健
康
増

進
公
社
の
経
営
状
況

質　

問　

巡
回
バ
ス
の
時
間

は
ど
の
よ
う
に
設
定
し
て
い

る
の
か
。

回　

答　

独
自
の
施
策
や
自

社
の
営
業
努
力
も
必
要
で
あ

る
た
め
、
多
目
的
バ
ス
と
競

合
し
な
い
状
況
の
時
間
帯
で

お
客
さ
ん
を
呼
び
込
む
営
業

等
を
し
て
い
ま
す
。

質　

問　

70
歳
以
上
は
無
料

に
な
る
よ
う
に
財
政
援
助
で

き
な
い
か
。

回　

答　

高
齢
者
の
無
料
入

浴
券
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

な
る
と
今
以
上
に
町
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

で
も
指
定
管
理
料
の
ほ
か
に

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
入
浴

券
等
で
負
担
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
以
上
の
経
費
を

町
が
負
担
す
る
の
か
と
い
う

問
題
に
な
り
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◇
南
部
町
集
会
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

質　

問　

指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
の
意
味
は
。

回　

答　

指
定
管
理
者
制
度

６
月
定
例
会
本
会
議
で

の
議
案
に
対
す
る
質
疑

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

第
23
回
６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日

か
ら
11
日
ま
で
７
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
各
会
計
補

正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
・
陳
情
は
各
常
任
委
員

会
で
審
査
し
た
ほ
か
、
本
会
議
に
お
い

て
も
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
９
人
の
議
員
が
登
壇 

し
、
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

条
例
改
正
案
な
ど

議
案
15
件
を
審
査

　

第
22
回
臨
時
会
は
５
月
20

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
議
案
３
件
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

第
22
回
南
部
町
議
会

臨
時
会
に
つ
い
て

に
よ
り
、
町
で
負
担
し
て
い

た
費
用
を
、
使
用
す
る
町
内

会
長
等
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
費
用
に
つ
い

て
の
効
果
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
管
理
に

つ
い
て
は
そ
の
地
域
の
方
々

か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
そ
の
部
分
で
は
大

き
な
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
整
備

土
木
工
事
）

質　

問　

新
し
い
業
者
を
指

名
す
る
条
件
は
。
お
お
む
ね

南
部
町
内
の
業
者
が
指
名
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

回　

答　

指
名
審
査
会
で
の

適
正
な
審
査
結
果
に
基
づ
い

て
指
名
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
町
内
で
で
き
る
も
の
は
町

内
で
」
と
い
う
考
え
の
も
と

に
指
名
し
て
い
ま
す
。

◇
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

質　

問　

地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
の

使
い
道
に
つ
い
て
事
前
に
協

議
し
、
調
整
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
。

回　

答　

大
規
模
な
事
業
な

ど
は
事
前
に
全
員
協
議
会
で

話
し
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
臨
時
交
付
金
は
早
急
な

内
容
で
あ
る
の
と
、
早
め
に

予
算
化
し
て
「
６
月
議
会
に

な
る
べ
く
提
案
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
国
か
ら
の
指
示

も
あ
り
、
事
前
に
協
議
と
い

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

各常任委員会は所管事務調査を行いました。

◆町営市場の運営状況調査（７月13日）
町営市場の競りを視察し、現在の運営状況の説明を受
けました

◆学校訪問[向、剣吉、福田小学校]（６月22日）
各学校の運営状況の説明を受け、学校施設の状況や授
業を視察しました（写真は剣吉小体育館視察の様子）

教育民生常任委員会 産業建設常任委員会

主
な
案
件

６月定例会に提出された案件と審議結果

議会だより

◇
工
事
名

　

ふ
る
さ
と
運
動
公
園
整
備
土
木
工
事

◇
工
事
場
所

　

大
字
上
名
久
井
お
よ
び
下
名
久
井
地
内

◇
契
約
金
額

　

５
千
７
０
６
万
７
千
５
０
０
円

◇
契
約
先

　

山
田
建
設
株
式
会
社
（
剣
吉
）

◇
予
定
価
格

　

５
千
８
４
７
万
円

◇
落
札
率

　

９
２
・
９
５
㌫

５月定例会に提出された案件と審議結果

（財）南部町健康増進公社が運営するバー
デパークの送迎バス
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質　

問　

町
長
は
来
年
２
月 

に
４
年
の
任
期
を
迎
え
る

が
、
南
部
町
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
に
ま
い
進
し
て
い
く
の

か
。

町
長
答
弁　

南
部
町
が
合
併

し
て
３
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
私
自
身
も
想

定
も
し
て
い
な
か
っ
た
青
森

県
町
村
会
長
就
任
が
あ
り
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
６

月
18
日
を
も
っ
て
任
期
を
満

了
し
ま
す
。
引
き
受
け
た
限

り
は
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
み

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
で
私
な
り

に
頑
張
っ
て
き
た
つ
も
り
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
、
肝

心
な
南
部
町
を
停
滞
さ
せ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
で

私
の
理
念
で
あ
る
「
町
民
と

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
対
話
」

を
特
に
大
事
に
し
な
が
ら
、

休
み
を
惜
し
ま
ず
南
部
町
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た

つ
も
り
で
す
。

　

同
時
に
合
併
の
ス
タ
ー
ト

の
難
し
さ
と
い
う
の
も
実
感

い
た
し
ま
し
た
が
「
町
民
と

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
対
話
」

に
よ
り
、
少
し
は
合
併
後
の

一
体
感
と
い
う
こ
と
も
あ
ら

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

南
部
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
自
分
で
は
あ
る

程
度
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
大
き
な
事
業
、
ま
た
、

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
も
し
っ

か
り
と
見
直
し
、
改
革
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

部
分
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
南
部
町
の
基
礎
を

し
っ
か
り
と
築
い
て
く
た
め

に
、
私
自
身
こ
こ
で
放
り
投

げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
来

年
任
期
ま
で
の
期
間
、
し
っ

か
り
と
誠
心
誠
意
、
南
部
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
選
挙
と
い
う
も
の

は
１
人
で
戦
う
こ
と
は
で
き

な
い
わ
け
で
、
い
ろ
い
ろ
な

方
々
か
ら
ご
支
援
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
南
部
町

の
発
展
の
た
め
に
、
再
度
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

質　

問　

町
で
は
、
果
樹
の

里
と
し
て
振
興
を
図
っ
て
き

た
が
、
災
害
対
策
な
し
で
は

立
ち
行
か
な
い
の
で
は
。

　

今
年
の
気
象
の
状
況
お
よ

び
被
害
の
状
況
、
南
部
町
の

デ
ー
タ
は
何
カ
所
で
測
っ
て

い
る
の
か
、
ど
こ
を
も
と

に
霜
注
意
報
等
を
出
し
て
い

る
の
か
、
き
め
細
か
な
温
度

情
報
の
伝
達
は
で
き
な
い
の

か
、
先
進
地
で
は
防
霜
フ
ァ

ン
・
散
水
・
燃
焼
な
ど
対
策

が
進
ん
で
い
る
が
、
凍
霜
害

に
対
す
る
補
助
事
業
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

リ
ン
ゴ
は
、
一

部
の
品
種
に
褐
変
な
ど
の
被

害
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ウ
メ

は
着
果
率
が
悪
い
状
況
が
確

認
さ
れ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
主

力
品
種
・
佐
藤
錦
は
平
年
を

下
回
る
状
況
で
す
。

　

今
年
も
低
温
と
思
わ
れ
る

被
害
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
主

な
原
因
は
４
月
の
低
温
の
影

響
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

温
度
観
測
情
報
は
、
八

戸
・
三
戸
に
あ
る
ア
メ
ダ
ス

の
情
報
で
青
森
地
方
気
象
台

か
ら
の
情
報
を
も
と
に
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
。
観
測
地
点

を
増
や
し
、
解
析
予
報
を
実

施
す
る
に
は
、
町
独
自
に
民

間
事
業
者
等
へ
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
観
測

地
点
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

な
場
合
は
、
経
費
等
も
関
係

す
る
の
で
そ
れ
も
含
め
て
検

討
し
た
い
。

　

事
前
の
災
害
対
策
と
し

て
、
県
か
ら
霜
等
の
注
意
報

が
入
っ
た
場
合
に
は
随
時
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
生
育
状
況

を
見
て
関
係
機
関
と
連
携

し
、
事
後
の
対
応
策
を
検
討

し
た
い
。

　

防
霜
フ
ァ
ン
の
設
置
補
助 

事
業
は
、
平
成
20
年
度
か
ら 

国
の
直
接
事
業
と
し
て
実
施 

し
て
い
ま
す
。
散
水
お
よ
び 

燃
焼
の
補
助
は
負
担
額
が 

比
較
的
少
な
い
こ
と
か
ら
自

力
対
応
が
可
能
と
考
え
ら

れ
、
補
助
事
業
の
対
象
外 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
霜
害
対 

策
は
現
在
、
青
森
県
で
防

霜
フ
ァ
ン
の
導
入
を
推
進
し 

て
い
る
と
こ
で
す
。
こ
の
件 

は
関
係
機
関
と
協
議
、
検
討

を
し
た
い
。

　

当
町
の
果
樹
を
含
め
た
農

業
関
係
の
補
助
事
業
は
、

県
の
補
助
事
業
に
か
さ
上
げ

し
、
受
益
者
負
担
２
分
の
１

で
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

質　

問　

町
営
市
場
の
運
営

意
識
と
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
お
よ
び
対
応
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁　

町
営
市
場
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
対
応

等
は
、
買
受
人
の
方
に
は
施

設
の
提
供
と
、
買
受
人
組
合

活
動
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
「
生
産
情
報

説
明
会
」
を
毎
年
開
催
し
、

活
発
な
商
取
引
、
売
上
の
増

加
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
方
へ
は
、
出
荷
団

体
を
組
織
し
た
団
体
に
対
す

る
出
荷
奨
励
金
の
交
付
や
市

場
懇
談
会
を
年
１
回
開
催
し
、

市
場
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
農
家
個
々
の
出
荷
者
に

は
、
品
質
表
示
用
産
地
表
示

シ
ー
ル
等
を
作
成
し
、
提
供

し
て
い
ま
す
。
個
々
の
販
売

金
額
に
つ
い
て
も
、
競
り
を

終
え
次
第
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
相
場
情
報
を
も
っ
て

の
農
家
訪
問
戸
数
も
年
々
増

加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

市
場
職
員
の
接
遇
、
勤
務

姿
勢
で
す
が
、
市
場
に
限
ら

ず
庁
舎
勤
務
の
職
員
も
同
じ

く
、
町
民
ま
た
は
市
場
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
々
、
そ
の

相
手
方
の
気
持
ち
に
な
っ
て

接
す
る
。
こ
れ
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
営
市
場
は
朝
５
時
か
ら

の
荷
受
に
始
ま
り
、
翌
日
に

向
け
た
荷
受
業
務
を
午
後
10

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
職

員
は
、
長
時
間
勤
務
と
な
る

た
め
交
替
制
で
す
が
、
混
雑

し
て
い
る
な
か
、
短
時
間
で

相
当
数
の
荷
物
を
処
理
し
て

い
ま
す
。

　

職
員
に
は
氏
名
票
の
着
用

は
も
ち
ろ
ん
、
作
業
衣
の
統

一
や
腕
章
等
を
つ
け
る
な
ど

し
て
、
市
場
の
職
員
だ
と
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
南
部
市
場
の

農
産
物
は
安
全
で
安
心
で
き

る
ん
だ
と
、
こ
こ
を
し
っ
か

り
と
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
信
頼
を
勝
ち
取
る
と
思

う
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

質　

問　

行
政
で
男
女
の
共

同
参
画
の
基
本
理
念
を
い
か

に
考
え
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な

こ
と
を
実
施
し
た
の
か
。

町
長
答
弁　

男
女
共
同
参
画

社
会
は
、
国
や
県
で
も
最
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
が
取
り
組
ん
で
き
た

審
議
会
等
の
女
性
登
用
の
状

況
で
す
が
、
審
議
会
の
委
員

は
、
全
体
の
約
28
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
同
じ

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
い
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
比
較
的
高
い
女

性
の
参
画
で
進
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
女
性
の

声
と
い
う
も
の
を
お
聞
き
す

る
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と

女
性
の
登
用
を
考
え
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　

就
労
の
場
に
お
け
る
男
女

平
等
の
促
進
を
図
る
た
め
に

「
町
長
と
語
る
会
」
を
合
併

し
て
一
番
最
初
に
、
市
場
で

働
く
女
性
を
対
象
に
開
き
ま

し
た
。
女
性
の
方
々
の
考
え

を
お
聞
き
し
て
み
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
開
催
し
た
も
の

で
す
。

　

子
育
て
環
境
と
労
働
環
境

の
整
備
に
お
い
て
は
、
保

育
園
の
早
出
な
ど
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
生
活
に
お
け
る
男
性

の
参
画
推
進
を
図
る
た
め
に

「
夫
婦
で
で
き
る
共
同
作
業
」

と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
取
り
組
み
が
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
十
分
で

な
い
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
後
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

男
女
が
と
も
に
政
治
、
経

済
、
社
会
、
文
化
の
活
動
に

参
加
で
き
る
機
会
が
あ
り
、

そ
の
責
任
も
利
益
も
分
か
ち

合
う
の
が
男
女
共
同
参
画
社

会
で
あ
り
ま
す
。
本
町
で
は

平
成
20
年
３
月
に
策
定
し
た

「
南
部
町
総
合
振
興
計
画
」

に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の

構
築
」
を
掲
げ
、
平
成
20
年

度
に
「
南
部
町
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
平

成
21
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で

の
10
カ
年
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
で
す

が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
の
施
策
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
及
ぶ
こ

と
か
ら
「
南
部
町
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
」
を
今
年
度

中
に
設
置
し
、
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
各
課
が
実
施
す
る

施
策
に
つ
い
て
毎
年
調
査
を

行
い
、
進
ち
ょ
く
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
計
画
の
着
実
な

遂
行
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
お
け
る
計
画
策
定

状
況
で
す
が
、
40
市
町
村
中

８
市
６
町
１
村
、
策
定
率
は

37
・
５
㌫
と
、
ま
だ
半
分
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
。
比
較
的

少
な
い
策
定
率
の
中
で
南
部

町
は
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
早
く
行
動
を

起
こ
し
な
が
ら
、
実
現
・
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な

部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河門前 正彦 議員

一  
般　

質　

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

工藤 幸子 議員

町
営
市
場
の

運
営
意
識
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て

議会だより

ま
ち
づ
く
り
推
進
の

今
後
の
町
長
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

沼畑  俊一 議員

４
月
の
低
温
に
よ
る

果
樹
の
被
害
状
況
お

よ
び
対
応
に
つ
い
て

町内のさくらんぼ観光農園

早朝から競りでにぎわう南部町営地方卸売市場

まちづくり懇談会で町民とのキャッチ
ボール対話に取り組んだ
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質　

問　

当
町
の
農
業
の
現

状
は
。

町
長
答
弁　

農
家
は
食
料
を

安
定
的
に
供
給
し
、
国
民
の

生
活
に
直
結
す
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
状
は
農
業
所
得
の
低

下
、
輸
入
自
由
化
や
景
気
の

低
迷
に
よ
っ
て
、
国
内
農
産

物
価
格
の
低
迷
、
生
産
資
材

の
高
騰
な
ど
、
生
産
者
に
は

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、
当
町
に
お
い
て
農
産
物

を
販
売
し
て
い
る
農
家
戸
数

は
、
５
年
ご
と
に
お
お
よ
そ

15
㌫
ず
つ
減
少
を
続
け
て
い

る
状
況
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は

担
い
手
の
育
成
確
保
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
独

自
に「
新
規
就
農
支
援
事
業
」

を
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し

て
、
担
い
手
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
「
南
部
町

育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
を

組
織
し
て
、
担
い
手
の
育
成

支
援
に
も
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
南
部
町
独
自
で
で
き
る

も
の
。
国
、
県
な
り
し
っ
か

り
と
し
た
農
業
支
援
策
を
打

ち
出
し
て
も
ら
う
よ
う
、
声

を
届
け
て
い
き
た
い
。

質　

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
農
産
物
の
年
間
利
用

量
等
は
。

教
育
長
答
弁　

地
元
産
食
材

の
利
用
率
は
、
平
成
25
年
度

の
目
標
値
を
南
部
町
食
育
推

進
計
画
で
は
15
㌫
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
単
純
に

平
成
19
年
度
と
比
較
す
る
と

毎
年
１
・
０
６
倍
を
目
指
す

も
の
で
す
。
平
成
20
年
度
は

９
・
６
６
㌫
が
目
標
で
し
た

が
、
実
績
は
９
・
９
７
㌫
と

若
干
目
標
値
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
食
材
全
般

は
、
利
用
量
が
お
お
む
ね

22
万
４
千
８
０
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
金
額
が
約
８
千
38
万

円
。
農
産
物
は
、
利
用
量
が

お
お
む
ね
７
万
７
千
４
０
０

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
金
額
が
約

２
千
３
５
３
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
地
元

産
の
農
産
物
は
、
利
用
量
が

お
お
む
ね
２
万
２
千
１
０
０

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
金
額
が
約

６
５
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
産
物
全
体
に
対
す
る

地
元
産
の
利
用
率
は
29
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
は
、
12
月
か
ら
す
べ
て

町
内
産
の
つ
が
る
ロ
マ
ン
と

な
り
ま
す
。

質　

問　

産
直
施
設
を
八
戸

市
へ
作
る
考
え
、
計
画
は
。

町
長
答
弁　

当
町
で
開
設
し

て
い
る
公
設
の
産
地
直
売
施

設
４
施
設
、
民
間
１
施
設
と

も
、
地
域
の
特
色
あ
る
農
産

物
を
生
産
し
て
販
売
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
外
で
の
販
売
は
、
南
部

ふ
る
さ
と
物
産
館
を
運
営

す
る
南
部
七
草
会
が
、
八
戸

駅
前
に
施
設
を
借
り
上
げ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
く
ち

ジ
ャ
ッ
ク
ド
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
ふ
く
ち
フ
レ
ッ
シ
ュ

会
は
、
八
戸
市
内
の
デ
パ
ー

ト
食
品
売
り
場
で
年
間
販
売

を
行
う
な
ど
、
各
組
織
が
独

自
の
販
売
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
個
人
の
農
家
に
つ
い
て

も
、
市
内
の
朝
市
を
始
め
、

ス
ー
パ
ー
等
で
多
様
な
販
売

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
部
町
農
産
物
産

地
直
売
施
設
連
絡
協
議
会
が

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

連
携
強
化
に
よ
り
活
動
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
段
階
で
、
南
部
町

単
独
で
八
戸
市
に
計
画
す
る

と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
現
在
の
施
設
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
力
を
注

い
で
い
き
た
い
。

質　

問　

ふ
く
ち
ホ
ワ
イ
ト

六
片
種
は
全
国
に
通
用
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
普
及
に
つ

い
て
は
。

町
長
答
弁　

当
町
の
ニ
ン
ニ

ク
の
栽
培
面
積
で
す
が
、
農

林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、

農
家
戸
数
、
栽
培
面
積
と
も

年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
助
成
を

拡
大
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
補
助
事
業
の
今
ま
で

の
購
入
種
子
量
か
ら
栽
培
面

積
に
対
し
て
推
計
す
る
と
、

栽
培
面
積
は
お
よ
そ
21
・
５

㌶
、
数
量
で
は
２
１
５
ト
ン

ほ
ど
収
穫
で
き
る
分
の
種
子

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
収
穫
量
は
、
今
ま
で
よ
り

も
か
な
り
見
込
め
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

販
売
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
基
本
的
に
は
市
場
販
売

の
み
で
し
た
が
、
三
八
管
内

の
農
協
合
併
が
行
わ
れ
、
そ

れ
に
伴
っ
て
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
販
売
戦

略
を
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
増
産

を
目
指
し
な
が
ら
、
白
く
て

み
ず
み
ず
し
い
甘
み
の
あ

る
ふ
く
ち
ホ
ワ
イ
ト
六
片
種

を
、
当
町
が
原
産
地
な
ん
だ

と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質　

問　

現
段
階
で
ト
ラ
ッ

ク
、
フ
ィ
ー
ル
ド
内
は
完
成

し
て
い
る
が
、
今
後
の
競
技

場
内
の
施
設
整
備
、
そ
れ
に

付
随
し
た
工
事
の
計
画
を
説

明
願
い
た
い
。

町
長
答
弁　

競
技
場
に
つ
い

て
は
、
町
陸
協
は
じ
め
、
郡

陸
協
の
方
か
ら
も
で
き
る
だ

け
早
期
完
成
を
目
指
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
書
を
い 

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
在
建
設
中
の
陸
上
競
技

場
に
つ
い
て
で
す
が
、
平

成
20
年
度
ま
で
に
フ
ィ
ー
ル

ド
と
全
天
候
型
の
４
０
０
㍍

ト
ラ
ッ
ク
が
完
成
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
で
す
が
、
第
４
期

工
事
と
し
て
、
外
周
・
フ
ェ

ン
ス
・
芝
張
工
・
歩
道
舗
装

工
事
の
ほ
か
、
管
理
棟
お
よ

び
器
具
庫
の
建
築
、
さ
ら
に

は
照
明
施
設
、
北
西
側
駐
車

場
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

来
年
度
以
降
は
、
南
東
側

駐
車
場
・
南
西
側
駐
車
場
の

整
備
、
進
入
路
整
備
お
よ
び

競
技
用
備
品
の
購
入
を
行
う

計
画
で
し
た
が
、
国
の
地
域

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
今

年
度
に
来
年
度
以
降
の
前
倒

し
を
し
て
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
整
備
終
了
後
で
す

が
、
財
団
法
人
日
本
陸
上
競

技
連
盟
の
第
4
種
公
認
陸
上

競
技
場
と
し
て
の
認
可
取
得

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
各
種
公
式
大
会

等
の
開
催
が
可
能
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
昨
年
は
県
民
駅

伝
に
お
い
て
町
の
部
優
勝

と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

学
生
、
中
学
生
の
全
国
大
会 

出
場
が
増
え
て
お
り
、
今
後

も
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質　

問　

農
家
の
法
人
化
を

促
す
役
割
を
町
が
担
う
べ
き

で
は
。

　

町
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
農
家
に
提
供
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
を
農
家
の
方
か

ら
吸
い
上
げ
る
。
そ
う
い
っ

た
や
り
取
り
の
も
と
に
ど
う

い
っ
た
事
業
が
あ
る
の
か
。

法
人
化
、
組
織
化
が
適
当

で
あ
る
か
な
ど
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
う
べ

き
で
は
。

町
長
答
弁　

国
の
方
針
と
し

て
、
や
る
気
と
能
力
の
あ
る

経
営
を
後
押
し
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
に
お
け
る
構
造

改
革
を
進
め
る
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
言

う
「
や
る
気
と
能
力
の
あ
る

経
営
」
で
す
が
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
法
に
基
づ
く
「
市

町
村
で
認
定
を
受
け
た
認
定

農
業
者
等
」と
な
っ
て
い
て
、

自
ら
の
経
営
の
改
善
に
意
欲

的
な
経
営
体
や
地
域
全
体
で

農
業
経
営
を
改
善
し
よ
う
と

す
る
組
織
経
営
体
な
ど
、
農

業
経
営
発
展
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
農
業
経
営
体
に
対
し

て
重
点
的
に
農
業
施
策
を
講

じ
ら
れ
、
認
定
農
業
者
１
経

営
体
で
も
補
助
事
業
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
事
業
が
増
え
て

い
る
現
状
で
す
。

　

当
町
も
新
た
な
認
定
農
業

者
数
の
増
加
を
図
り
、
認
定

農
業
者
か
ら
法
人
化
へ
向
け

て
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て

支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
現
在
、
当
町
の
認

定
農
業
者
数
は
２
３
１
経
営

体
で
、
農
業
生
産
法
人
は
６

法
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
も
し
っ
か
り
と
情
報

を
提
供
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
体
の
方
々
が
自
分
の
で
き

る
、
ま
た
は
受
け
ら
れ
る
事

業
、
ど
の
程
度
ま
で
自
分
の

中
で
で
き
る
の
か
、
そ
れ
を

選
択
で
き
る
よ
う
な
形
を
行

政
と
し
て
情
報
を
発
信
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
は
、
元
気
で
や
る
気
の

あ
る
認
定
農
業
者
を
増
や
し
、

そ
の
経
営
者
が
安
定
し
た
規

模
拡
大
を
図
っ
て
い
け
る
よ

う
に
し
て
い
く
方
針
で
す
。

た
だ
、
我
々
の
地
域
は
小
規

模
農
家
も
大
変
多
い
地
域
で
す
。

規
模
の
拡
大
も
進
め
て
ほ
し

い
が
、
小
規
模
の
農
家
を
見

捨
て
る
の
か
と
い
う
部
分
は

非
常
に
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
、
非
常
に
休
耕
地
、
荒

廃
地
が
あ
る
中
で
、
農
地
と

し
て
い
か
に
活
用
し
て
い
け

る
か
。
こ
れ
が
食
糧
自
給
率

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
当
に
厳
し
い
農
業
状
況

の
中
、
１
経
営
体
で
取
り
組

ん
で
い
く
方
や
、
農
業
法
人

化
し
て
規
模
拡
大
を
図
っ
て

い
こ
う
と
す
る
方
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
企
業
参
入
も
あ

り
ま
す
が
、
農
業
者
か
ら
農

地
を
奪
い
取
る
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
農
地
保
全

を
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
地

域
に
と
っ
て
も
大
事
な
こ
と

で
、
そ
の
た
め
に
は
後
継
者

の
育
成
が
図
ら
れ
、
多
角
的

に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

建設中のふるさと運動公園陸上競技場

農
家
の
法
人
化

に
つ
い
て

議会だより

馬場 又彦 議員

現
在
建
設
中
の
ふ
る

さ
と
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
に
つ
い
て

川守田 稔 議員

中村 善一 議員

農
業
の
振
興に

つ
い
て

なんぶふるさと物産館
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質　

問　

農
地
法
の
改
定
に

よ
り
、
町
の
農
地
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
か
。

町
長
答
弁　

具
体
的
に
は
、

効
率
的
な
農
地
利
用
を
推
進

し
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

改
正
案
は
、
当
町
に
お
い

て
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の

改
正
案
は
現
行
法
、
改
正
法

に
つ
い
て
も
農
地
を
守
る
と

い
う
視
点
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

質　

問　

政
府
の
農
業
政
策

で
、
当
町
の
農
業
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
と
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

現
時
点
で
の
情

報
と
し
て
は
、
当
町
に
お
け

る
変
化
に
つ
い
て
は
不
明
で

す
。

　

し
か
し
、
農
政
改
革
の
必

要
性
は
農
業
所
得
の
減
退
や

高
齢
化
な
ど
、
厳
し
い
状
況

下
で
新
た
な
担
い
手
の
参
入

が
進
ま
ず
、
産
業
と
し
て
の

持
続
可
能
性
が
喪
失
の
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
早
急
に
改
革
を

望
む
も
の
で
あ
り
、
農
業
・

農
村
の
明
る
い
未
来
の
た

め
、
ひ
い
て
は
農
業
所
得
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

質　

問　

要
保
育
の
子
供
に

対
す
る
自
治
体
の
保
育
実
施

義
務
が
な
く
な
り
、
保
育
園

の
入
所
は
父
母
と
施
設
と
の

契
約
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
新
保
育
制
度
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

国
で
は
現
在
、

こ
れ
か
ら
の
保
育
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
保
育
所
の
入

所
に
関
し
て
、
保
護
者
と
施

設
経
営
者
と
の
直
接
契
約
と

な
り
、
自
由
に
保
育
所
の

選
択
が
で
き
る
こ
と
に
な
る

見
通
し
案
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
各
保
育

所
に
お
い
て
入
所
者
獲
得
の

た
め
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
利

用
者
は
当
然
サ
ー
ビ
ス
の
よ

い
施
設
へ
多
く
流
れ
る
こ
と

な
ど
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

現
在
は
保
護
者
か
ら
町
へ

申
し
込
み
が
あ
り
、
町
で
入

所
を
決
定
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
ほ
と
ん
ど
第
１
希

望
の
保
育
所
に
入
所
決
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
直
接
、
施

設
と
の
契
約
に
な
っ
た
場
合

で
も
施
設
間
の
片
寄
り
が
出

る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。

質　

問　

新
保
育
制
度
の
内

容
に
つ
い
て
の
改
善
を
求
め

る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

新
た
な
保
育
の

仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会

少
子
化
対
策
部
会
に
お
い
て

第
１
次
案
が
示
さ
れ
た
段
階

で
あ
り
、
今
後
は
こ
の
案
に

対
す
る
保
育
団
体
等
か
ら
の

意
見
聴
取
な
ど
を
経
て
、
さ

ら
に
議
論
を
行
っ
て
い
く
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
審

議
会
で
の
議
論
の
方
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

就
学
援
助
制
度
に

つ
い
て
、
市
区
町
村
が
実
施

す
る
と
き
は
、
そ
の
費
用
の

半
額
を
国
が
補
助
す
る
仕
組

み
に
戻
す
よ
う
に
国
に
働
き

か
け
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

就
学
援
助
事
業

は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
必
要
な

援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
お

け
る
義
務
教
育
の
円
滑
な
実

施
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

援
助
の
項
目
に
は
、
学
用

品
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食

費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
は
、
要
保
護

者
と
し
て
、
生
活
保
護
を
受

給
し
て
い
る
者
、
ま
た
、
準

要
保
護
者
と
し
て
要
保
護
に

準
じ
る
程
度
に
困
窮
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
の
事
業

費
に
対
す
る
国
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
生

徒
分
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
２
分
の
１
の
補
助
金
が
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
準
要
保

護
児
童
生
徒
分
に
つ
い
て

は
、
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
改

革
に
基
づ
い
て
、
平
成
17
年

度
に
国
庫
補
助
事
業
が
廃
止

さ
れ
、
そ
の
分
、
地
方
交
付

税
に
算
定
さ
れ
る
な
ど
の
財

政
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
確
か
に
交
付
税
に
算
入

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

従
前
の
補
助
事
業
分
の
算
入

額
が
交
付
税
に
は
入
っ
て
お

ら
ず
、
少
な
い
額
の
算
入

で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に

お
い
て
も
大
変
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
準
要
保
護
者
に

対
し
て
の
援
助
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質　

問　

名
川
病
院
の
開
設

さ
れ
た
当
初
の
経
緯
と
、
名

久
井
地
区
か
ら
虎
渡
地
区
へ

移
転
す
る
こ
と
へ
の
思
い

は
。

町
長
答
弁　

昭
和
29
年
12
月

に
国
民
健
康
保
険
名
久
井
村

診
療
所
と
し
て
開
設
し
て
い

ま
す
。
当
時
、
名
久
井
村
に

は
医
療
機
関
が
な
く
、
国
保

直
診
病
院
の
地
域
住
民
の
生

命
を
守
る
と
い
う
基
本
理
念

の
も
と
、
必
要
で
あ
る
と
し

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

昭
和
32
年
に
名
川
町
国
民

健
康
保
険
名
川
病
院
と
改
名

し
、
昭
和
43
年
に
現
在
の
病

院
が
新
築
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

名
久
井
地
区
か
ら
移
転
す

る
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
在
、
名
久
井
南
地
区
か
ら

名
川
病
院
で
受
診
さ
れ
て

い
る
住
民
の
多
く
は
、
な
が

わ
里
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
地
・
南
部
間

は
国
道
４
号
を
多
目
的
バ
ス

が
運
行
し
、
こ
の
多
目
的
バ

ス
の
路
線
と
里
バ
ス
の
路
線

上
と
合
致
す
る
近
辺
を
検
討

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

合
併
後
の
町
全
体
の
位
置

関
係
お
よ
び
近
隣
市
町
の
医

療
機
関
と
の
バ
ラ
ン
ス
並
び

に
交
通
手
段
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
国
道
沿
い
が
候

補
地
に
挙
げ
ら
れ
た
理
由
で

す
。

　

当
時
は
名
久
井
村
に
医
療

機
関
が
な
い
、
ま
た
、
道
路

整
備
も
そ
の
時
代
に
比
べ
る

と
非
常
に
利
便
性
が
高
い
社

会
変
化
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

質　

問　

中
央
公
民
館
周
辺

を
有
効
に
活
用
す
る
方
が
、

名
久
井
地
区
の
活
性
化
や
少

な
い
費
用
負
担
で
町
の
財
政

に
も
効
果
的
で
は
。

町
長
答
弁　

敷
地
の
形
状

は
、
中
央
公
民
館
を
囲
む
Ｌ

字
型
で
不
整
形
で
あ
り
、
面

積
的
に
も
足
り
ず
、
病
院
施

設
を
有
効
に
配
置
で
き
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
合
併
前

の
建
設
委
員
会
で
も
候
補
の

中
に
中
央
公
民
館
周
辺
は
挙

が
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

質　

問　

虎
渡
地
域
の
場
合
、

騒
音
・
振
動
等
の
不
安
や
工

事
予
定
額
の
大
幅
な
増
加
等
、

不
安
要
素
も
懸
念
さ
れ
る
が
。

町
長
答
弁　

現
在
の
建
築
技

術
に
よ
り
、
騒
音
・
振
動
等

も
十
分
ク
リ
ア
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

工
事
予
定
額
の
大
幅
な
増

加
の
懸
念
で
す
が
、
用
地
取

得
に
か
か
る
価
格
は
、
前
候

補
地
と
同
額
程
度
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
用
地
の

盛
土
は
、
県
の
公
共
事
業
か

ら
の
残
土
を
無
償
で
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
見
込
み
で
あ

り
、
希
望
す
る
土
量
は
確
保

で
き
る
予
定
で
す
。

　

名
川
病
院
は
、
良
好
な
経

営
状
態
評
価
と
い
う
こ
と

で
、
優
良
表
彰
を
受
け
て
い

ま
す
。
規
模
は
、
拡
大
す
れ

ば
大
変
危
険
な
状
態
に
な
る

と
い
う
考
え
で
い
ま
す
。
現

在
の
病
床
数
の
中
で
健
全
に

で
き
る
。
住
民
の
方
々
が
一

番
安
心
で
き
る
建
設
を
考
え

て
い
き
た
い
。

質　

問　

果
樹
の
被
害
の
予

測
と
対
策
は
。

町
長
答
弁　

今
年
の
ひ
ょ
う

被
害
に
つ
い
て
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

霜
の
被
害
が
確
認
さ
れ
た

園
地
は
地
域
や
品
種
に
よ
っ

て
状
況
が
異
な
り
、
被
害
状

況
や
収
量
予
測
は
調
査
中
で

す
。
対
策
等
は
、
今
後
の
生

育
状
況
を
見
な
が
ら
関
係
機

関
の
協
力
の
も
と
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質　

問　

寒
冷
地
に
適
し
た

農
産
物
・
特
産
物
の
研
究
・

開
発
に
取
り
組
む
こ
と
も
必

要
だ
が
、
国
や
県
の
ほ
か
に

町
独
自
の
補
助
・
支
援
策
を

創
設
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

専
門
技
術
な
ど

を
必
要
と
し
、
開
発
期
間
も

長
期
化
す
る
た
め
、
地
方
独

立
行
政
法
人
な
ど
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
県
の

関
係
機
関
は
行
っ
て
い
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
独
自
の
補
助
や
支
援
策

の
創
設
は
、
予
算
も
関
係
す

る
の
で
、
独
自
の
支
援
は
非

常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

県
で
は
、
災
害
等
の
危
険
分

散
や
回
避
の
た
め
の
多
様
な

技
術
、
作
物
体
系
等
の
指
導

を
進
め
て
お
り
、
町
と
し
て

も
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
経

営
安
定
の
促
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

質　

問　

町
内
の
専
業
農
家

の
経
営
状
況
は
一
番
厳
し
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

最
悪
の
局
面
を
乗
り
切
る
た

め
に
行
政
が
で
き
る
こ
と
は

何
か
。

町
長
答
弁　

生
産
者
の
皆
さ

ん
の
負
担
を
軽
減
し
て
、
農

業
生
産
の
効
率
を
図
る
た
め

に
手
厚
い
助
成
を
行
っ
て
き

た
つ
も
り
で
す
が
、
そ
れ
を

す
べ
て
満
足
に
で
き
る
か
と

い
う
と
、
現
実
的
に
は
無
理

な
部
分
が
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
と
工
夫

し
、
考
え
な
が
ら
少
し
で
も

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い

て
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
な
施
策
を
し
て
い
く
の

が
我
々
の
役
目
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
少
し
で
も
安
心
で

き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

を
し
な
が
ら
、
助
言
、
指
導

を
い
た
だ
き
、
町
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

立花 寛子 議員

農
業
行
政につ

い
て

議会だより

保
育
行
政につ

い
て

教
育
行
政につ

い
て

根市 　勲 議員

南
部
町
医
療
健
康
セ

ン
タ
ー（
仮
称
） 建
設

計
画
に
つ
い
て

霜
・
ひ
ょ
う
害
に
よ
る

果
樹
の
不
作
に
つ
い
て

南部町医療健康センター（仮称）の建設予定地（虎渡地区）

園児が「食育」の一環として野菜の苗を植えて
いるようす（チェリー保育園）
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質　

問　

南
部
町
の
児
童
生

徒
の
結
果
と
今
後
の
対
策

は
。

教
育
長
答
弁　

全
国
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
、
青
森
県
の
小

学
校
は
全
国
平
均
を
上
回
る

全
国
第
３
位
で
す
。
南
部
町

は
県
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
点
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
青
森
県

の
中
学
校
は
全
国
平
均
を
上

回
り
全
国
第
12
位
で
、
南
部

町
は
県
平
均
を
上
回
る
点
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
学
力
向
上
の
対
策

と
し
て
、
教
師
の
情
熱
の
喚

起
と
指
導
力
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
分
析
・
活
用
し
継
続

的
な
学
習
を
行
い
、
分
か
る

授
業
の
実
践
な
ど
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

全
国
体
力
テ
ス
ト
の
結

果
、
青
森
県
の
順
位
は
小
学

校
、
中
学
校
と
も
や
や
低
い

順
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

体
力
の
あ
る
子
ど
も
は
、

学
習
意
欲
や
学
習
時
間
が

長
い
と
い
う
調
査
の
結
果
か

ら
、
学
力
向
上
に
結
び
つ
い

て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
部
活
動
を
積
極
的
に

行
う
児
童
生
徒
を
増
や
し
、

運
動
へ
の
挑
戦
意
欲
の
喚
起

に
結
び
つ
け
、
体
力
向
上
と

学
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

質　

問　

秋
田
県
、
福
井
県

が
１
位
、
２
位
に
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
。

教
育
長
答
弁　

学
力
向
上
の

あ
り
方
な
ど
を
研
究
し
、
秋

田
県
、
福
井
県
の
施
策
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

質　

問　

３
世
代
以
上
同
居

世
帯
の
多
い
県
が
上
位
を
占

め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

学
校
、
地
域
、
家
庭
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
。

教
育
長
答
弁　

児
童
生
徒
が

健
全
に
育
ち
、
学
力
が
向
上

す
る
た
め
に
は
、
学
校
・
地

域
・
家
庭
の
果
た
す
役
割
が

重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
相
互
理
解
を
深

め
る
工
夫
に
努
め
、
協
同
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質　

問　
「
心
の
豊
か
さ
」

が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
具
体
的

に
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

教
育
長
答
弁　

南
部
町
独
自

の
「
特
色
あ
る
学
校
経
営
事

業
」、「
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
事

業
」
に
よ
り
、
地
域
の
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
で
心
を
育

て
、
地
域
の
人
材
活
用
に
よ

り
、
郷
土
芸
能
等
で
郷
土
を

愛
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
や
、

学
力
向
上
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

質　

問　

小
学
生
か
ら
外
国

語
の
教
育
を
始
め
る
べ
き

か
。
日
本
語
を
も
っ
と
基
本

か
ら
教
え
る
べ
き
か
。
教
育

委
員
会
の
考
え
は
。

教
育
長
答
弁　

国
語
、
外
国

語
と
も
に
文
科
省
指
導
要
領

に
示
さ
れ
た
目
標
を
第
一
に

指
導
を
図
り
た
い
。

質　

問　

町
民
憲
章
の
制
定

を
そ
ろ
そ
ろ
考
え
て
は
。

町
長
答
弁　

担
当
課
に
は
、

今
年
度
に
制
定
に
と
り
か
か

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
町
民
に
よ
る
制
定
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
委
員
会

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

制
定
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
。

質　

問　

リ
フ
ォ
ー
ム
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
バ
リ
ア
フ
リ 

ー
化
等
の
現
状
と
対
策
は
。

町
長
答
弁　

現
在
の
耐
震
基

準
は
、
昭
和
56
年
６
月
１
日

を
境
に
、
以
前
の
も
の
は
旧

耐
震
基
準
建
物
、
以
後
の
も

の
を
新
耐
震
基
準
建
物
と
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
公
的
建
物
が
３
４
８

件
、
そ
の
う
ち
旧
耐
震
基
準

建
物
は
１
８
９
件
で
す
。
こ 

の
う
ち
公
営
住
宅
は
、
南
部

町
住
生
活
基
本
計
画
に
基
づ

き
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
を
順

次
行
い
ま
す
。
学
校
等
は
平
成

18
年
度
に
耐
震
化
優
先
度
調

査
を
行
っ
て
、
計
画
的
に
耐

震
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
受
け
て
、
補
強
設
計
・

補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
く

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
建
設
し
て
い
る
建
物

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
障

害
者
用
の
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

質　

問　

道
路
整
備
計
画
と

同
様
に
、
建
物
の
修
繕
計
画

も
優
先
度
や
必
要
性
を
数
値

化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
は
。

町
長
答
弁　

公
共
施
設
の
新

築
、
改
築
基
準
は
計
画
的
か

つ
緊
急
性
、
優
先
度
を
重
視

し
て
効
率
的
な
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

度
合
い
を
具
体
的
に
数
値
化

す
る
こ
と
が
可
能
か
検
討
し

た
い
。

質　

問　

利
用
度
の
低
い
施

設
や
不
用
な
土
地
、
建
物
の

活
用
方
法
を
、
住
民
か
ら
提

案
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て

も
ら
う
事
を
考
え
て
は
。

町
長
答
弁　

町
民
共
有
の
財

産
で
あ
る
遊
休
資
産
の
適
正

な
管
理
と
公
平
・
公
正
な
透

明
性
の
あ
る
利
活
用
の
た
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

最
近
の
自
殺
者
の

動
向
は
。

町
長
答
弁　

以
前
は
国
や
県

に
比
べ
て
二
、三
倍
も
高
い

自
殺
率
で
し
た
。
平
成
18
年

は
11
人
、
19
年
は
９
人
、
20

年
は
16
人
と
、
２
年
間
横 

ば
い
か
ら
増
加
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
自
殺
者
数
は
、

平
成
18
年
は
４
人
、
19
年
は

３
人
、
20
年
が
５
人
と
、
高

齢
者
の
自
殺
者
数
が
３
割
弱

と
な
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
未

満
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
中

で
も
40
歳
か
ら
50
歳
代
の
男

性
が
平
成
20
年
は
16
人
中
８

人
で
し
た
。
昨
年
か
ら
の
傾

向
は
全
国
的
に
も
大
体
同
じ

数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

質　

問　

心
豊
か
な
暮
ら
し

が
で
き
た
と
い
わ
れ
る
江
戸 

時
代
の
長
屋
の
暮
ら
し
か
ら
、

こ
の
町
政
に
生
か
せ
る
方
法
は
。

町
長
答
弁　

江
戸
時
代
の
長

屋
で
暮
ら
し
て
い
た
人
々
は
、

深
い
近
所
づ
き
あ
い
か
ら
助

け
合
い
の
精
神
が
強
く
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
地
域
に
お
け
る

人
々
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

な
ど
に
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
弱
体
化
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
南
部
町
総
合
振
興

計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
掲
げ
た
協
働
・
参
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
い
た
施
策

を
展
開
し
、
隣
近
所
と
の
つ

な
が
り
の
強
化
な
ど
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
。

質　

問　

住
民
の
満
足
度
を

向
上
さ
せ
、
助
け
合
い
の
気

持
ち
を
増
進
さ
せ
る
運
動
を

立
ち
上
げ
て
み
て
は
。

町
長
答
弁　

協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
南

部
町
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
助
成
金
を
創

設
し
、
町
内
会
な
ど
が
地
域

の
問
題
を
考
え
、
改
善
に
取

り
組
む
た
め
の
地
域
づ
く
り

の
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
各
町
内
会
等
で

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

おわびと訂正 
　広報なんぶちょう６月号に掲載した議会だより第
15 号（37 ページ）に誤りがありました。訂正して
おわび申し上げます。

包括ケアシステム、コミュニティバスについて学ぶ

総務企画・教育民生常任委員会合同視察研修会
　総務企画常任委員会（坂本正紀委員長）と教育民生常任委員会（工藤幸子委員長）の委員あわせて
10人は７月21日と22日、合同視察研修会を行いました。
　21日は宮城県涌谷町を訪れ、同町で取り組んでいる包括ケアシステムの運営や課題について学んだ
ほか、翌22日には岩手県雫石町を訪問し、コミュニティバス「あねっこバス」の運行状況などについ
て担当職員から説明を受けました。

宮城県涌谷町の「町民医療福祉センター」の視察 コミュニティバスの研修（岩手県雫石町役場）

・陳情「法務局職員の増員に関する陳情書」
　　誤「原案可決」　　正「継続審査」
・陳情「国外で作製された歯科医療用補てつ物（入れ歯用）の取
　り扱いに関する意見書採択を求める陳情書」
　　誤「原案可決」　　正「採択」
・議員提出意見書「国外で作製された歯科医療用補てつ物等の
　取り扱いに関する意見書案」
　　誤「（空白）」　　正「原案可決」

外国語指導助手（ＡＬＴ）による福田
小での英語の授業

工藤 久夫 議員

全
国
学
力
テ
ス
ト
、
体

力
テ
ス
ト
の
結
果
と
南

部
町
の
目
指
す
方
向
に

つ
い
て

現
在
の
不
況
と
不
透
明

な
将
来
に
つ
い
て

町
内
公
共
施
設
の
改
築
、

耐
震
化
等
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て

議会だより



プライバシー保護のため
ホームページへの
写真掲載は省略します。

プライバシー保護のため
ホームページへの
写真掲載は省略します。

賞状とメダルを手に喜ぶ中里さん㊧と相内さん 全国大会へ向け、練習に励む藤田くん

　東北地区空手道選手権大会が７月５日に弘前
市で開かれ、５月の県大会で上位入賞した南部
町空手道協会の小・中学生 10人が出場しました。
　大会では、相内美

み く

空さん（南部小学校）が、
個人戦の小学５年生女子・形で優勝。中里瑞

みず

穂
ほ

さん（南部中学校）も、個人戦の中学３年生女子・
組手で３位に入賞しました。
　２人は８月上旬に開かれる同全国大会への出
場が決まっており「全国大会でも上位を目指し
て頑張ります」と意気込みを話していました。

　藤田晃
こうへい

平くん（福田小学校６年）が、８月 28
日から神奈川県横浜市で開かれる「日清食品カ
ップ第 25 回全国小学生陸上競技交流大会」の
80㍍ハードルに、県代表選手として出場します。
　６月 28日に青森市で行われた同大会県大会で
は、県の大会記録 13秒 38 を更新する 13秒 22
で見事に優勝。全国大会への切符を手にしまし
た。「県大会での１位はとてもうれしい」と喜ぶ
晃
こうへい

平くんは「13秒を切るタイムで予選を通過し、
決勝に進みたい」と抱負を話しています。

　チェリウスでは、７月18日か

ら新メニュー「はちすけカレー

〈夏野菜〉」を販売しています。

　このカレーは、5月に町商

工会で開発した「はちすけカレ

ー」を使用し、特産にんにく・

ふくちホワイト六片種をはじ

め、トマト、ナス、ピーマンな

ど町でとれた野菜を素揚げし

て盛りつけてあります。

　はちすけソースも添えられ

ていて、お好みで酸味を調節

することもできます。

　はちすけカレー〈夏野菜〉

は９月末までの期間限定で、

値段は税込み 840円です。

■問合せ　チェリウス

☎0178・76・1001

全国大会へ弾み
東北地区空手道選手権大会で入賞

県代表選手として全国へ
80㍍ハードル競技で藤田晃平くん（福田小）

彩り鮮やかな夏野菜カレー誕生
チェリウスに期間限定のメニュー「はちすけカレー〈夏野菜〉  」
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